
　

第
61
回「
電
波
の
日
」
及
び
平
成
23
年

度「
情
報
通
信
月
間
」
に
あ
た
り
、
情
報

通
信
の
発
展
に
貢
献
し
た
団
体
と
し
て
、

粕
屋
町
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

業
務
の
効
率
化
の
た
め
に
、
地
方
公
共

団
体
内
外
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
連
携
す

る
た
め
の
標
準
仕
様
で
あ
る
、
地
域
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て
、
住

民
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
を
実

現
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
型
総
合
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体

に
先
駆
け
て
開
始
し
、
地
域
情
報
化
の

進
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
」
と
し
て
、

同
賞
が
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

粕
屋
町
は
、「
住
民
が
主
役
」の
行
政

運
営
を
信
念
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
粕
屋

町
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
、

粕
屋
町
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
れ
る
町
を

と
も
に
築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

片山総務大臣（写真左）と写真に納まる篠﨑町長（写真右）
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６
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）の
両

日
、
田
川
市
総
合
体
育
館
ほ
か
で
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
福
岡
県

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
県

内
に
は
、男
子
約
50
チ
ー
ム
、女
子
約

２
０
０
チ
ー
ム
も
あ
り
、
こ
の
県
大

　

平
成
15
年
１
月
１
日
か
ら
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
い
て

い
ま
す
森
紘
さ
ん
（
内
橋
一
区
）
が
、

多
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
活
動
に

尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
５
月
26

日
に
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
私
た
ち
の
人
権

に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、
福
岡
法
務
局
（
常

設
）
や
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

相
談
受
付
で
す
。ま
た
、
人
権
啓
発
に

つ
い
て
も「
人
権
の
花
」運
動
や
街
頭

啓
発
、
講
演
な
ど
を
行
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
年
６
回
、
人
権
擁
護
委

員
５
人
の
方
に
よ
る
特
設
人
権
相
談

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ

　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150

粕屋JVBC
男子・女子チームが
アベック九州大会へ

粕屋JVBC
男子・女子チームが
アベック九州大会へ

（ジュニアバレー
 ボールクラブ）
（ジュニアバレー
 ボールクラブ）

会
出
場
を
か
け
た
地
区
大
会
が
５
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。両
チ
ー
ム
と

も
、粕
屋
地
区
大
会
を
制
し
、６
月
の

中
部
地
区
大
会
で
は
男
女
と
も
に
パ

ー
ト
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
県
大
会
で

の
一
位
シ
ー
ド
権
を
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
大
会
に
は
各
地
区
で
激
戦
を
勝

ち
抜
い
た
強
豪
チ
ー
ム
が
集
ま
る
中
、

男
子
チ
ー
ム
が
準
決
勝
ま
で
進
み
、

女
子
が
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し

た
。両
チ
ー
ム
と
も
フ
ル
セ
ッ
ト
に

も
つ
れ
込
む
接
戦
の
末
、
惜
し
く
も

敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、男
子
は
３
位
・

女
子
は
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成

ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
差
別
の
問
題
な
ど

幅
の
広
い
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手

続
も
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

　　
〈
次
回
の
特
設
人
権
相
談
〉

●
日
時　

８
月
２
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
総
務
課
庶
務
人
事
係

　

☎（
９
３
８
）０
１
６
２

※
開
設
日
な
ど
は
、
広
報
か
す
や
行

事
予
定
表
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人権擁護委員の
森 紘さんが
表彰されました

績
を
残
し
、
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ

る
九
州
大
会
（
８
月
19
日
〜
21
日
開

催
）
に
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
九
州
大
会
で
は
、
心
を
一
つ
に
、

ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
つ
な
ぎ
ま
く
り
、

コ
ー
ト
の
中
を
全
力
で
か
け
回
っ
て

き
ま
す
。」、「
男
子
は
九
州
大
会
三
回

目
の
優
勝
と
、
女
子
は
２
回
目
の
優

勝
を
目
指
し
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
で
九

州
制
覇
を
目
標
に
し
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

九
州
大
会
で
の
ご
活
躍
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

森 紘さん

県大会準優勝の女子チームの皆さん

県大会第３位の男子チームの皆さん
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　第21回粕屋町町民囲碁・将棋大会が6
月19日（日）、サンレイクかすやで開催され、
小学校１年生から88歳までの合計54名が、
熱戦を繰り広げました。
　この大会は愛好者の親睦などを目的に
毎年開かれ、町長杯、議長杯、社会福祉杯、
文化協会杯の各クラスで戦われました。
　大会成績は左記のとおりです。

町　長　杯

議　長　杯

社会福祉杯

文化協会杯

優　勝

伴　　勝宣

八島　勝　

山下　昌彦

平田　健也

準優勝

金丸　文雄

野田　　陽

明永　知堂

澤田　茂行

３　位

上野　達木

草場喜代美

片島　　毅

河辺　孝義

〈囲碁〉

町　長　杯

議　長　杯

社会福祉杯

文化協会杯

優　勝

小山　真彦

安松　辰男

稲永　勝利

小倉　祥太

準優勝

岩田　　均

稲葉　禎三

井手　智実

権藤鈴之介

〈将棋〉

第21回
粕屋町町民囲碁・将棋大会

第21回
粕屋町町民囲碁・将棋大会

生涯学習研修会を開催

　６月12日(日)、「平成23年度粕屋町生涯学習研修会」
を、サンレイクかすや多目的ホールで開催しました。
　研修会には、町議会議員・各種委員会委員・各分館・
学校関係者・各種団体の皆さんなど約２００人が参加。
案浦社会教育委員より、今年度の社会教育計画書に記
載の具体的活動予定や掲載の仕方が変わった点などの
説明がありました。

　また、「地域住民とともに築く安全安心なまちづく
り」と題し、第一警備保障株式会社教育室次長の金子
昌隆氏の講演が行われました。
　金子さんは、小中学校のＰＴＡ会長としてご活躍さ
れていたころ、平成９年８月に春日市で小学校女児殺
害事件が発生。事件の解決に貢献され、地域の防犯、
安全安心のまちづくりを願って、現在も福岡県安全安
心まちづくりアドバイザー・筑紫地区防犯協会会長な
どを務められています。
　スクリーンを使って、時にはユーモアを交え、安全
安心のまちづくりの活動事例やポイントを分かりやす
くお話しいただきました。

粕屋町社会教育委員の皆さん

金子さんの講演の様子
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東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

が
出
た
宮
城
県
石
巻
市
立
大
川
小

学
校
に
、
粕
屋
町
立
大
川
小
学
校

の
児
童
が
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
地
震
発
生
後
、
３
月

に
町
経
由
で
既
に
義
援
金
を
贈
っ

て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
校
名
の
石

巻
市
立
大
川
小
学
校
の
全
校
児
童

の
７
割
が
死
亡
・
行
方
不
明
に
な

同
じ
校
名
の
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
に

　

   
「
が
ん
ば
っ
て
」と
義
援
金
を
贈
る

同
じ
校
名
の
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
に

　

   
「
が
ん
ば
っ
て
」と
義
援
金
を
贈
る

粕
屋
町
立
大
川
小
学
校

っ
て
い
る
と
い
う
報
道
を
見
聞
き

し
た
児
童
が
、「
同
じ
学
校
名
同

士
、
何
か
役
に
立
つ
も
の
を
贈
り

た
い
。」
と
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
学
校
側
が
先
方

に
電
話
で
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
既

に
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
救
援
物

資
や
学
用
品
が
届
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
改
め
て
募
金
活
動
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
校
児
童
会
で
学
校
の
運
動

会
時
に
募
金
を
呼
び
か
け
た
り
、

大
隈
分
館
子
ど
も
会
で
は
、
廃
品

回
収
で
得
た
お
金
を
募
金
さ
れ
た

り
、同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
募
金
の
協

力
が
あ
り
、総
額
１
０
５
，
２
８
１

円
を
義
援
金
と
し
て
、
先
方
の
学

校
に
直
接
送
金
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
こ

の
お
金
を
一
日
で
も
早
い
復
興
の

た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。」「
教
科

書
や
ノ
ー
ト
な
ど
、
文
房
具
を
揃

え
る
の
に
使
っ
て
ほ
し
い
。」「
リ

コ
ー
ダ
ー
な
ど
楽
器
を
買
う
た
め

に
使
っ
て
ほ
し
い
。」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

石
巻
市
立
大
川
小
学
校
を
始
め
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大川小学校児童会の皆さん

大隈分館子ども会の皆さん

・フレスコ93（若宮２丁目８ー20）

・安河内ビル（若宮１丁目３ー６）

安河内ビル

フレスコ93

西日本シティ銀行

福岡銀行

粕屋
フォーラム

粕屋
中央小学校

至伊賀駅

旧道

原町駅

至
篠
栗

至
二
又
瀬

（若宮）（原町駅前）

　

こ
の
度
、
若
宮
区
長
今
泉
弘
氏

と〝
フ
レ
ス
コ
93
〞オ
ー
ナ
ー
の
松

山
正
治
氏
、〝
安
河
内
ビ
ル
〞オ
ー

ナ
ー
の
安
河
内
明
氏
の
話
し
合
い

に
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
通
路
や

踊
り
場
を
災
害
時
に「
一
時
避
難

場
所
」
と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
に
は
、
粕
屋
町
で
も
ゲ

リ
ラ
豪
雨
が
発
生
し
、
ま
た
今
年

３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
る

な
ど
、防
災
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

粕
屋
町
内
で
は
初
め

て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

近
隣
に
お
住
ま
い

の
方
な
ど
で
、
緊
急

時
に
高
い
と
こ
ろ
に

避
難
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

地
域
か
ら
の
防
災
情
報

地
域
か
ら
の
防
災
情
報
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熱中症にご注意！ ～予防と対策～熱中症にご注意！ ～予防と対策～
　熱中症は気温などの環境条件だけではなく、体調や暑さに対する

慣れなどが影響して起こります。そのため、急に暑くなった日や、

久しぶりに暑い環境で活動したときには体温調節がうまくいかずに

熱中症で倒れる人が多くなっています。

　熱中症は適切な予防法を知っていれば防ぐことができます。正し

い知識を持って予防を心がけ、熱中症になったときに適切な処置を

行うことができるように、予防・対処法をご案内します。

● こまめに水分補給しましょう
　子どもや高齢者は体内の水分が不足しがちです。のどが渇いたと感じる前に飲むこと
が大切です。汗をたくさんかいたときには塩分の補給も忘れずに。

● エアコン・扇風機を上手に使用しましょう
　最近では室内や夜間での熱中症が多く発生しています。部屋に熱がこもらないように、
風向きを調節したり温度設定を工夫したりなど、上手に使用しましょう。また、部屋の見
やすい場所に温度計や湿度計を置いて確認するのも良いでしょう。

● 日頃の体調管理を心がけましょう
　子ども、高齢者、体調の悪い人、持病のある人などが特に熱中症になりやすいと言わ
れています。熱中症患者のおよそ半数は高齢者（65歳以上）です。暑い日に無理をしな
いように日頃から心がけましょう。

＜熱中症になったときは・・・＞＜熱中症になったときは・・・＞

熱中症を疑う症状の有無

意識確認

①涼しい場所への避難

②脱衣と冷却

水分を自力で摂取できるか

ある

ない

返事がおかしい

はい

③水分・塩分の補給

いいえ

救急隊を要請

①涼しい場所への避難

②脱衣と冷却

④医療機関へ搬送

（環境省　熱中症～ご存知ですか？予防・対処法～　より）

症状が改善しない場合

●めまい、失神

●筋肉痛、筋肉の硬直

●大量の発汗

●頭痛、吐き気、倦怠感

●意識障害、けいれん

●高体温
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健
康
か
す
や
21
運
動
チ
ー
ム
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
地
図「
粕
屋
町
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
目
指
せ
鹿
児
島
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
か
ら
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で

約
2
6
2
㎞
の
九
州
新
幹
線
ル
ー
ト

を
歩
く
と
、
歩
数
に
し
て
約
44
万
歩

で
す
。
1
日
1
万
歩
を
目
安
に
歩
く

と
、
お
よ
そ
1
か
月
半
で
九
州
を
縦

断
で
き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
づ
く
り
の

第
1
歩
。
興
味
の
あ
る
方
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
粕
屋
町
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

目
指
せ
鹿
児
島
」
の
記
録
表
は
健
康

セ
ン
タ
ー
で
配
布
中
で
す
！

◎
健
康
か
す
や
21
運
動
チ
ー
ム
目
標

「
週
1
回
以
上
運
動
を
し
て
い
る

人
を
増
や
す
」

＊
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

健
康
か
す
や
21
活
動

の
モ
デ
ル
地
区（
江

辻
区
、
戸
原
区
、
柚

須
区
）
で
も
実
施
中

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ

ー（
粕
屋
町
健
康
づ

く
り
課
）

☎（
９
３
８
）
０
２
５
８

　

5
月
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日（
日
）
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、
健
康
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ン
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日
曜
パ
パ
と
マ
マ
の

た
ま
ご
学
級
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
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妊
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の
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演「
育
児
は

と
っ
て
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楽
し
い
も
の
」
や
赤
ち

ゃ
ん
の
お
風
呂
入
れ
コ
ー
ナ
ー
、

新
米
パ
パ
に
は
臨
月
の
重
さ（
約

10
㎏
の
重
み
）
を
お
腹
に
つ
け
て
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妊
婦
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
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し
た
パ
パ
か
ら
は
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妊
婦
さ
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の
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さ
が
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か
っ
た
、

育
児
に
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極
的
に
参
加
し
た
い
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
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10
月
2
日
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2
月
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日

を
予
定
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ま
す
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妊
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期
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ら
の
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て
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い
ま
す
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の
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育
て
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コーナー

＊
ま
た
、
健
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タ
ー
で
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、

赤
ち
ゃ
ん
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問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
保
健
師
な
ど
が
生
後
１
〜

2
か
月
の
間
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ご
家
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を
訪
問

し
、
体
重
測
定
や
育
児
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
年
間
6
9
3
人
の
赤
ち
ゃ
ん

に
お
会
い
し
ま
し
た
。
お
子
様

が
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
ら
、

訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー（
粕
屋

　

町
健
康
づ
く
り
課
）

　

☎（
９
３
８
）
０
２
５
８

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

●
対
象
者　

平
成
23
年
８
月
１
日
現

在
、
粕
屋
町
に
住
所
を
有
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
で
左
記
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
金
額　

１
万
円 

●
支
給
時
期　

該
当
者
に
９
月
中
に

お
届
け
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
高
齢
者
支
援

係　

☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

 節目の年 対象生年月日

古希(満70歳)

喜寿(満77歳)

傘寿(満80歳)

米寿(満88歳)

卒寿(満90歳)

白寿(満99歳)

満100歳以上

昭和 16 年 4月1日 ～ 昭和 17 年 3月31日

昭和 9 年 4月1日 ～ 昭和 10 年 3月31日

昭和 6 年 4月1日 ～ 昭和 7 年 3月31日

大正 12 年 4月1日 ～ 大正 13 年 3月31日

大正 10 年 4月1日 ～ 大正 11 年 3月31日

明治 45 年 4月1日 ～ 大正 2 年 3月31日

明治 45 年 3月31日以前に生まれた人 
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　がんは、医学の進歩などにより、特に進行していない初期の段階で発見し、適切な治療を行うことで、

非常に高い確率で治癒できます。平成21年度に実施した粕屋町の「がん検診」にて、15名の方のがん（う

ち7名が早期がん）が見つかりました。ご自身のため、ご家族のためにがん総合検診を受診しましょう。

また、8～ 11月実施予定の婦人がん検診は定員となりましたので、検診日を追加しております。

　さらに、今年度は、社会保険など（粕屋町国民健康保険以外）の被扶養者（ご家族）を対象にした「被扶養

者特定健診」を、「がん総合検診」と同時実施で粕屋町健康センターにて実施いたします。

　検診の日数、定員枠が少なくなっていきますので、どうぞお早めにお申し込みください。

●申し込み　検診は予約制です。下記へお申し込みください。なお、各検診とも定員になり次第

締め切らせていただきます。

●検診会場　粕屋町健康センター（役場裏）

●検診受付時間　午前8時30分～午前11時

●自己負担金減免対象者　75歳以上の方、住民税非課税世帯の方、生活保護受給世帯の方、がん

検診推進事業（大腸がん・婦人がん）対象者（無料クーポン券送付済）

＊受付初日はお電話がつながりにくい場合があります。時間をおいておかけ直しください。

＊被扶養者特定健診をお申し込みの場合は、健康保険証と医療保険者から届いている特定健康診査

　受診券をご準備の上ご連絡ください。（特定健康診査受診券が届いていない方は、医療保険者にお

　問い合わせください。）

＊電話予約期間中は、健康センターに電話されても予約はできません。

＊電話予約期間後は、健康センターで予約、予約の変更を受付けます。

【電話予約受付期間】　8月22日（月）～8月26日（金）（午前９時～午後５時）
健診予約ダイヤル　☎９３８－２４２１

問診、計測、血圧
測定、検尿、血液
検査、診察

40歳～75歳未満の
社会保険などの被扶養者

特定健診
受診券記載額
（各保険者により
　決められた額）

胃 が ん

肺 が ん

大 腸 が ん

前 立 腺 が ん

結核レントゲン

肝 炎 ウ イ ル ス

40歳以上

40歳以上

40歳以上

50歳～80歳男性

65歳以上

40歳以上で初めての方

400円

100円

200円

200円

無　料

200円

子 宮 頸 が ん

乳 が ん

骨 量 測 定

・20歳以上の偶数年齢女性
・無料クーポン券受領者

300円

500円

200円

被
扶
養
者

特
定
健
診

項目事業検診日程 対象者 自己負担金

が
ん
総
合
検
診

婦
人
が
ん
検
診

◎婦人がん検診日を追加しました

・40歳以上の偶数年齢女性
・無料クーポン券受領者

40～70歳の5歳節目女性

●問い合わせ　粕屋町健康づくり課　☎938-0258（健康センター直通）

年齢基準日：平成24年3月31日

10/24（月）

10/25（火）

11/7（月）

11/8（火）

12/5（月）

12/6（火）

★追加しました

1/23（月）
1/24（火）
2/10（金）
2/11（土・祝）
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20歳になった人
すでに加入している人

第３号被保険者
第２号被保険者に扶養されている

20歳から60歳未満の方

すでに年金を
もらっている人

あなたは
どれ？

国民年金のしくみ

国民年金には国民全員が加入します

　国民年金制度では、すべての人が共通の基礎年金
を受けます。厚生年金や共済組合に加入した人は、
基礎年金を国民年金から、給料に比例した上乗せの
年金をそれぞれの年金制度から受けるようになって
います。いわゆる二階建ての年金制度です。

　国民年金に加入しなければならない人は、日本国内に住所のある
20歳以上60歳未満の人たちです。職業や収入を問わず加入します。

こんなときには届出をしましょう
届出をしなかったために年金を受けられなくなる場合がありますのでご注意を。

●20歳になったとき
●60歳前に会社をやめたとき
●引っ越したとき
●結婚して会社員などの配偶
　者になったとき
●生活が苦しくて保険料が納
められないとき

●生活保護などを受けるよう
になったとき

●配偶者が会社をやめ、自営
業になったとき
●配偶者が転職した（会社が
変わった）とき
●ご自身の収入が増えて、配
偶者の扶養からはずれたと
き
●配偶者が定年退職などによ
り年金を受けるようになっ
たとき
●ご自身も会社に勤め、厚生
年金に加入したとき
●離婚したとき

●住所や支払機関を変えたと
き

●年金の支払通知書をなくし
たとき

●年金を受けている人が死亡
したとき

●２つ以上の年金を受ける権
利を得たとき

●子が年金額の加算対象から
はずれたとき
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３つの柱
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　　　　　　　粕屋町総合窓口課　☎９３８－２３１１　内線４４７

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者
だい  いちごう   ひ    ほ  けんしゃ  だい   に ごう   ひ    ほ  けんしゃ      だい  さん  ごう   ひ    ほ  けんしゃ  

自営業者・農林漁業者・無職・
自由業者・学生など

厚生年金や共済組合の加入者
　厚生年金や共済組合に加入す
ると、自動的に国民年金にも加
入したことになります。

厚生年金や共済組合の加入者に
扶養されている配偶者

加入者は３つのグループに分けられます

国民年金基金

11 ２２ ３３第　　号

被保険者

第　　号

被保険者

第　　号

被保険者
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○お盆のごみ収集などの休業について（お知らせ）○お盆のごみ収集などの休業について（お知らせ）

○６月～９月は「ふくおか省エネ・節電県民運動」期間です。○６月～９月は「ふくおか省エネ・節電県民運動」期間です。

★お盆のご供養物は、川岸や橋の上に放置されると、猫やカラスなどにより荒らされて付近を
　汚しますので、必ず持ち帰り可燃ごみとして出されるか、次の場所に持ち込んでください。
●日時　8月15日（月）午後5時から午後9時まで
●料金　無料
●持込場所（問い合わせ）　　　
　　●  まつだハートプラザ・空港東（扇橋交差点角）　☎957-1194
　　●  やすらぎ会館かすや斎場  （JR伊賀駅前）   ☎931-3533

　　夏場は、エネルギー（電気など）の使用量が増える季節です。  
　　今年の夏は、次の７つの取組みを実行し省エネ・節電に努めましょう。 　
　　　●こまめにスイッチオフ
　　　　　使っていない電化製品はこまめに消しましょう。  　
　　　●待機電力を削減  
　　　　　「スイッチ付タップ」や「プラグを抜く」ことで、使用していないときに
　　　　　も消費される「待機電力」を削減しましょう。  　
　　　●エアコンで節電  
　　　　　夏場の冷房時の室温は28℃を目安にしましょう。  
　　　　　フィルターをこまめに掃除しましょう。  　
　　　●冷蔵庫で節電  
　　　　　ものを詰め込み過ぎないようにしましょう。  
　　　　　熱いものは冷まして入れましょう。  
　　　　　設定温度を「強」から「中」にしましょう。  　
　　　●照明で節電  
　　　　　点灯時間を短くしましょう。  
　　　　　白熱電球をLED電球、電球型蛍光灯に取り替えましょう。  　
　　　●テレビで節電  
　　　　　１日１時間、テレビを見る時間を減らしましょう。  　
　　　●ライフスタイルで節電  
　　　　　同じ部屋に集まって一家団らんで仲良く節電しましょう。  
　　　　　早寝早起きで夜間の電気使用量を減らしましょう。  

 可燃ごみの収集

 燃えないごみ・ペットボトルの収集

 空缶・空びん・蛍光灯類の収集

 粗大ごみの回収

 ごみの自己搬入（クリーンパークわかすぎ）

 剪定ごみの自己搬入（ボタ山ごみ選別場）

福岡衛生工業㈱

㈲三光社

㈲粕屋清掃センター

８月13日（土）から 
８月15日（月）まで 

※振替収集はありません 

ご　み　の　種　類 休　業　期　間

８月13日（土）から
８月15日（月）まで

 し尿のくみ取り

節約額 ： 6,248円/年
節電量 ： 約284ｋＷh/年

節約額 ： 1,370円/年
節電量 ： 約62ｋＷh/年

節約額 ： 2,320円/年
節電量 ： 約105ｋＷh/年

節約額 ： 2,070円/年
節電量 ： 約94ｋＷh/年

節約額 ： 330円/年
節電量 ： 約15ｋＷh/年

（例：20インチ、液晶TV）



9

○お盆のごみ収集などの休業について（お知らせ）○お盆のごみ収集などの休業について（お知らせ）

○６月～９月は「ふくおか省エネ・節電県民運動」期間です。○６月～９月は「ふくおか省エネ・節電県民運動」期間です。

★お盆のご供養物は、川岸や橋の上に放置されると、猫やカラスなどにより荒らされて付近を
　汚しますので、必ず持ち帰り可燃ごみとして出されるか、次の場所に持ち込んでください。
●日時　8月15日（月）午後5時から午後9時まで
●料金　無料
●持込場所（問い合わせ）　　　
　　●  まつだハートプラザ・空港東（扇橋交差点角）　☎957-1194
　　●  やすらぎ会館かすや斎場  （JR伊賀駅前）   ☎931-3533

　　夏場は、エネルギー（電気など）の使用量が増える季節です。  
　　今年の夏は、次の７つの取組みを実行し省エネ・節電に努めましょう。 　
　　　●こまめにスイッチオフ
　　　　　使っていない電化製品はこまめに消しましょう。  　
　　　●待機電力を削減  
　　　　　「スイッチ付タップ」や「プラグを抜く」ことで、使用していないときに
　　　　　も消費される「待機電力」を削減しましょう。  　
　　　●エアコンで節電  
　　　　　夏場の冷房時の室温は28℃を目安にしましょう。  
　　　　　フィルターをこまめに掃除しましょう。  　
　　　●冷蔵庫で節電  
　　　　　ものを詰め込み過ぎないようにしましょう。  
　　　　　熱いものは冷まして入れましょう。  
　　　　　設定温度を「強」から「中」にしましょう。  　
　　　●照明で節電  
　　　　　点灯時間を短くしましょう。  
　　　　　白熱電球をLED電球、電球型蛍光灯に取り替えましょう。  　
　　　●テレビで節電  
　　　　　１日１時間、テレビを見る時間を減らしましょう。  　
　　　●ライフスタイルで節電  
　　　　　同じ部屋に集まって一家団らんで仲良く節電しましょう。  
　　　　　早寝早起きで夜間の電気使用量を減らしましょう。  

 可燃ごみの収集

 燃えないごみ・ペットボトルの収集

 空缶・空びん・蛍光灯類の収集

 粗大ごみの回収

 ごみの自己搬入（クリーンパークわかすぎ）

 剪定ごみの自己搬入（ボタ山ごみ選別場）

福岡衛生工業㈱

㈲三光社

㈲粕屋清掃センター

８月13日（土）から 
８月15日（月）まで 

※振替収集はありません 

ご　み　の　種　類 休　業　期　間

８月13日（土）から
８月15日（月）まで

 し尿のくみ取り

節約額 ： 6,248円/年
節電量 ： 約284ｋＷh/年

節約額 ： 1,370円/年
節電量 ： 約62ｋＷh/年

節約額 ： 2,320円/年
節電量 ： 約105ｋＷh/年

節約額 ： 2,070円/年
節電量 ： 約94ｋＷh/年

節約額 ： 330円/年
節電量 ： 約15ｋＷh/年

（例：20インチ、液晶TV）



10

～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎ (938)0173

性犯罪　福岡県　全国ワースト第３位
　福岡県は、平成２２年中の強制わいせつの認知件数が、全国ワースト第３位です。
強姦の認知件数は、全国ワースト第６位
平成２２年中の福岡県内における性犯罪（強姦・強制わい
せつ）の認知件数は５４６件で、５年ぶりに減少から増加傾
向になっています。
　福岡県では、粕屋警察署管内（１市７町）の性犯罪
認知件数が、県内ワースト第１位です。
　粕屋町でも昨年は、強制わいせつや強姦の認知件数が１９
件・強盗２件・忍び込み３件・空き巣５０件、居空き５件な
ど多数の犯罪を認知しています。
　本年になってからも、性犯罪は増加傾向にあります。
　このような状況のなか、平成２３年７月２日に粕屋警察署に
おいて、女子高校生が性犯罪被害に遭わないように、粕屋警察
署管内の県立高校の女子高校生を対象にした「粕屋ｇｈｓ防犯
リーダー研修会」が開催されました。
　テレビや新聞の性犯罪報道を見ても、「私は大丈夫だろう」
「2階だからカギをかけなくてもいいだろう」という安易な気持ち
ではいけません。
　暑くなるにつれて性犯罪、侵入盗（空き巣・居空き・忍び込み）が増加しています。
　空き巣・居空き・忍び込みなどの犯罪は、一歩間違えば強盗、強姦、殺人などの重大事件に発展する
おそれがあります。
　「アツーイ夏　蒸し暑く寝苦しい夜…　窓を開けたままで寝ていませんか？」
　犯罪者は、錠をかけていても錠を壊し、ガラスを割るなどして屋内に侵入します。
　錠をかけていなければ、家の中に侵入してくるのは当然のことです。
　●県内における性犯罪の発生状況は、
　　　・時間的には、周囲の目が少ない夕方から深夜、明け方の時間帯での被害が目立ちます。
　　　・場所的には、被害現場の大部分が道路上、中高層住宅、駐車場で発生しています。
　●犯行の手口としては、
　　　・帰宅中の被害者を狙ってつけて行き、人気のない暗い場所で襲う。
　　　・後方からいきなり「口をふさぐ」、「抱きつく」などして、人気のない場所に連れ込む。
　　　・雨どいや樹木を伝って２階のベランダなどに移り、錠がかかっていない場所から侵入して、就
　　　　寝中の女性を襲う。
　　　・被害者が自宅玄関で錠を開けた瞬間に室内に押し込む。
　　　・マンションのオートロックが開いているときに住民を装ってエントランス内に侵入し、エレベ
　　　　ーター内や非常階段など住民の死角となる場所に連れ込む。　　　　
などがあります。
　性犯罪から身を守るためには、被害発生の時間帯や場所、犯行の手口などを認識し、周囲の状況に警
戒心を持って犯人に隙を与えないようにしましょう。
　性犯罪は、被害者の羞恥心から届出がなされない場合も多く、事件が潜在化する傾向にありますが、
犯人を検挙し、今後の被害者を増やさないためにも、すぐその場から１１０番通報をしましょう。

（統計資料等：福岡県警察提供）

11

◎
応
急
手
当
普
及
員
っ
て
何
？

　

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
応
急
手

当
が
行
わ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
助
か

る
は
ず
の
命
を
救
う
た
め
に
、
多
く

の
方
に
応
急
手
当
の
方
法
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
、
皆
さ
ん
が
応
急
手
当
の
普
及
員

に
な
っ
て
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活

動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
ど
う
す
れ
ば
応
急
手
当
普
及
員
に

な
れ
る
の
？

　

以
下
の
日
程
の
応
急
手
当
普
及
員

講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
効

果
測
定（
実
技
、
筆
記
）
に
合
格
し
た

方
が
応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
活
動

で
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
１
日（
木
）
〜
９
月
３

日（
土
）　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

消
防
職
員
募
集

（
粕
屋
南
部
消
防
組
合
）

　
（
３
日
間
）

●
場
所　

粕
屋
南
部
消
防
本
部（
防

災
シ
ア
タ
ー
）

●
受
講
資
格　

粕
屋
南
部
消
防
本
部

管
内（
志
免
、
須
恵
、
宇
美
、
粕
屋
、

篠
栗
、
久
山
）
各
町
の
在
住
者
又

は
在
勤
で
団
体
な
ど
に
対
し
て
普

及
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

●
講
習
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
A
E

　

D
の
取
り
扱
い
方
法
、
そ
の
他
の

応
急
手
当
な
ど
の
指
導
要
領
。

●
受
講
費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代（
３
，
３
６
０
円
）
が
必

要
で
す
。

●
定
員　

30
名

●
募
集
期
間　

随
時
受
付
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

南
部
・
中
部
消
防
署

に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

南
部
消
防
署　

救
急
係

　
　
　
　
　

☎（
９
３
５
）
５
１
１
１

　

中
部
消
防
署　

救
急
係

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
３
２
１
６

●
募
集
職
種　

消
防
吏
員

●
職
務　

消
火
、
救
助
、
救
急
活
動

及
び
火
災
予
防
な
ど
の
消
防
行
政

に
関
す
る
職
務
全
般

●
採
用
予
定
人
員　

８
名
程
度

●
受
付
期
間　

８
月
１
日（
月
）
か
ら

９
月
２
日（
金
）
ま
で

●
受
験
資
格

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
者

を
含
む
）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
及
び

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
試
験
日　

10
月
16
日（
日
）

●
試
験
会
場　

中
部
消
防
署（
粕
屋

町
大
字
上
大
隈
55
ー
１
）

●
問
い
合
わ
せ

　

〒
8
1
1
ー
2
2
0
4  

志
免
町

大
字
田
富
１
７
０　

粕
屋
南
部
消

防
組
合
消
防
本
部　

総
務
課

　

☎（
９
３
５
）
５
１
１
１

　

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
の
発
生
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
消
防
法
が

改
正
さ
れ
、
全
国
一
律
に
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
死
に
至
っ
た
要
因
の

う
ち
、
不
幸
に
も
約
６
割
が「
逃
げ

遅
れ
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
し

て
い
る
場
合
は
死
者
数
が
約
４
割

減
」
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。（
平

成
22
年
消
防
白
書
か
ら
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
家
電
量
販
店
、
ガ
ス
事

業
者
、
防
災
設
備
取
扱
店
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。（
消
防
署
で
は
販

売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

併
せ
て
、
住
宅
用
消
火
器
の
購
入
も

お
勧
め
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
南
部
消
防
組

合
消
防
本
部　

予
防
課
指
導
係　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

皆
さ
ま
へ

　8月6日は広島に、8月9日は長崎に原爆が投下された日です。
　当日、広島市と長崎市では、慰霊及び平和祈念式典が行われます。
　8月6日(土)午前8時15分及び8月9日(火)午前11時2分にサイレンを
鳴らします。サイレンを合図に、追悼と平和祈念のため黙とうを捧げましょう。

原爆犠牲者に黙とうを

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp://

w
w
w.
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a
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u
ya
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a
n
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◎
応
急
手
当
普
及
員
っ
て
何
？

　

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
応
急
手

当
が
行
わ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
助
か

る
は
ず
の
命
を
救
う
た
め
に
、
多
く

の
方
に
応
急
手
当
の
方
法
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
、
皆
さ
ん
が
応
急
手
当
の
普
及
員

に
な
っ
て
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活

動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
ど
う
す
れ
ば
応
急
手
当
普
及
員
に

な
れ
る
の
？

　

以
下
の
日
程
の
応
急
手
当
普
及
員

講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
効

果
測
定（
実
技
、
筆
記
）
に
合
格
し
た

方
が
応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
活
動

で
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
１
日（
木
）
〜
９
月
３

日（
土
）　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

消
防
職
員
募
集

（
粕
屋
南
部
消
防
組
合
）

　
（
３
日
間
）

●
場
所　

粕
屋
南
部
消
防
本
部（
防

災
シ
ア
タ
ー
）

●
受
講
資
格　

粕
屋
南
部
消
防
本
部

管
内（
志
免
、
須
恵
、
宇
美
、
粕
屋
、

篠
栗
、
久
山
）
各
町
の
在
住
者
又

は
在
勤
で
団
体
な
ど
に
対
し
て
普

及
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

●
講
習
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
A
E

　

D
の
取
り
扱
い
方
法
、
そ
の
他
の

応
急
手
当
な
ど
の
指
導
要
領
。

●
受
講
費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代（
３
，
３
６
０
円
）
が
必

要
で
す
。

●
定
員　

30
名

●
募
集
期
間　

随
時
受
付
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

南
部
・
中
部
消
防
署

に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

南
部
消
防
署　

救
急
係

　
　
　
　
　

☎（
９
３
５
）
５
１
１
１

　

中
部
消
防
署　

救
急
係

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
３
２
１
６

●
募
集
職
種　

消
防
吏
員

●
職
務　

消
火
、
救
助
、
救
急
活
動

及
び
火
災
予
防
な
ど
の
消
防
行
政

に
関
す
る
職
務
全
般

●
採
用
予
定
人
員　

８
名
程
度

●
受
付
期
間　

８
月
１
日（
月
）
か
ら

９
月
２
日（
金
）
ま
で

●
受
験
資
格

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
者

を
含
む
）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
及
び

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
試
験
日　

10
月
16
日（
日
）

●
試
験
会
場　

中
部
消
防
署（
粕
屋

町
大
字
上
大
隈
55
ー
１
）

●
問
い
合
わ
せ

　

〒
8
1
1
ー
2
2
0
4  

志
免
町

大
字
田
富
１
７
０　

粕
屋
南
部
消

防
組
合
消
防
本
部　

総
務
課

　

☎（
９
３
５
）
５
１
１
１

　

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
の
発
生
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
消
防
法
が

改
正
さ
れ
、
全
国
一
律
に
す
べ
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
死
に
至
っ
た
要
因
の

う
ち
、
不
幸
に
も
約
６
割
が「
逃
げ

遅
れ
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
し

て
い
る
場
合
は
死
者
数
が
約
４
割

減
」
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。（
平

成
22
年
消
防
白
書
か
ら
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
家
電
量
販
店
、
ガ
ス
事

業
者
、
防
災
設
備
取
扱
店
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。（
消
防
署
で
は
販

売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

併
せ
て
、
住
宅
用
消
火
器
の
購
入
も

お
勧
め
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
南
部
消
防
組

合
消
防
本
部　

予
防
課
指
導
係　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

皆
さ
ま
へ

　8月6日は広島に、8月9日は長崎に原爆が投下された日です。
　当日、広島市と長崎市では、慰霊及び平和祈念式典が行われます。
　8月6日(土)午前8時15分及び8月9日(火)午前11時2分にサイレンを
鳴らします。サイレンを合図に、追悼と平和祈念のため黙とうを捧げましょう。

原爆犠牲者に黙とうを

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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9月から開催のクール制教室
受付開始日のご案内

★親子で運動シリーズ企画★　第3弾・第4弾

★仕事帰りに気軽にエクササイズしませんか★

詳細は館内チラシなど
でご確認ください

対象：大人

※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）または、ホームページなどでご確認ください。

暑い時期、熱中症に気をつけて運動しましょう
スポーツドリンクなどで水分、塩分をこまめに取りましょう。

8月の営業についてのお知らせ
◎全館とも休館日なし。お盆も月曜日も営業します
　　8/1（月）～8/29（月）まで月曜日も全館開館します。
　　プール、トレーニング室など毎日快適に運動ができます。
　　月曜日は平日時間での営業となります。
◎8月限定のイベントなど盛りだくさん
　　「ドームキッズプロジェクト」や「親子で運動教室」なども開催。
　　大人対象のレッスン（スタジオ、プール）も開講しています。

★施設利用料(2時間）
・体育館（当日2時間）及び、
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児

マナーを守って安全・快適に遊泳しましょう。
・ご利用には、水着と水泳キャップが必要となります。
・オムツのとれた２歳児からご利用できますが、小学２年生
　以下のこどもは保護者同伴でのご利用となります。
・幼児プールではドーナツ形の浮き輪もご使用できます。
・歩行専用コースは大人の方のみがご利用できます。

プールアリーナ

トレーニング室

ドームキッズプロジェクトドームキッズプロジェクト 2011

・25ｍ×7レーン
・幼児プール・歩行コース

（ご利用は高校生以上）

★苦手克服教室「球技」　（事前申込み受付中）
　いろんなボールを使っての投げ方、取り方を練習しよう。
　・日時　8/22（月）～8/24（水）の3日間　14:30～15:30
　・対象　小学3～6年生　　
　・料金　1,000円　　・定員　20名

★親子でヨガ教室（スタジオ）
　・日時　8/21（日）　13:00～13:45（45分）
　・対象　4歳～小学2年生までの子どもとその保護者
　・料金　1組　1,000円（1組＝大人1人につき子ども2人まで）
　・定員　12組　　・8/1（月）11:00～受付開始（体育館受付）

★親子で水遊び教室（プール）
　・日時　8/26（金）　15:30～16:15（45分）
　・対象　2歳～未就学児（小学生不可）とその保護者
　　　（オムツがとれている幼児であることが条件です）
　・料金　1組　1,000円（1組＝大人1人につき子ども2人まで）
　・定員　10組
　・8/1（月）11:00～受付開始（体育館受付）

　仕事帰りに1レッスン。仕事帰りにちょっと入れる時間帯の
　レッスンがスタート。あとの時間も有効に過ごせるかも!?

★期間限定　シェイプアップアクア（プール）
　水の中でリズムに合わせて楽しく動くエクササイズです。
　・日時　毎週火曜日　19:20～20:00(40分)
　・料金　プール利用料＋400円　　・定員　25名

★はじめてのヨガ（スタジオ）
　ゆっくりとした呼吸を意識し、ヨガのポーズをおこなうレッスン。
　・日時　毎週水曜日　18:30～19:10(40分)
　・料金　トレーニング室利用料＋300円　　・定員　30名

★100円スポーツ夏休みVer
　・内容：各曜日とも　かけっこ＆ボール競技　（当日参加）
　　火～金曜　1～6年クラス　13:00～14:00
　　火曜　女子限定クラス　17:00～18:00
　　金曜　1～3年クラス　17:00～18:00　＊8/12（金）はお休みです
　・対象　小学生　　・料金　各100円　　・定員　なし

　ドームキッズプロジェクトに参加するには、初回に23年度こども
スポーツ登録（無料）を保護者の方に行っていただく必要があります。
＊詳しくは館内チラシなどでご確認ください

★100スポ　ドッジボール大会　（事前申込み受付中）
　学年を問わずみんなで楽しむ事を目的とした大会です。
　・日時　8/26(金)　13:00～16:00
　・対象　小学生　　・料金　各100円　　・定員　100名

★ステージ制体験会　（事前申込み受付中）
　現在、開催中のこどもスポーツ（フットサル、バレーボール、
　ハンドボール）を体験し、スポーツを始めてみませんか。
　・日時　8/23(火)　14:30～15:30
　・対象　小学生　　・料金　200円　　・定員　30名

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome-sc.jp

■体育館　平日　　　　１０：００ ～２２：００
　　　　　土・日・祝日　９：００ ～２１：００　
　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
9月以降の
※月曜日は休館日となっています。
※祝日営業日は、教室はすべて
　休講となります。

■プール　平日　　　　１０：００ ～２１：３０
　　　　　土・日・祝日１０：００ ～２０：３０

営業時間

トレーニング室で運動不足を解消しませんか。
・初めての方は初回講習会（毎日４回開催）の受講が必要です。
・有酸素運動ができるマシンや、ウェイトトレーニングもできます。
・コインロッカー、コインシャワーもございます。

注）継続の方・・・平成23年4月以降に教室受講されている方

★こども水泳教室　第2期（幼稚園年中組～中学生）
　くらげクラス、めだかクラス、いるかクラス、スーパーいるかクラス
　継続の方　8/6(土)　9:00～　プール受付
　新規の方　8/20(土)　9：00～　プール受付
　・1クール　10回　　料金　各7,000円　　定員　各20～40名
★大人水泳教室　第2期
　ホップクラス、ステップクラス、ジャンプクラス
　継続・新規とも　8/7(日)　10:30～　プール受付
　・1クール　10回　　料金　各10,000円　　定員　各20名
★幼児教室　第2期（幼稚園年中～年長組）
　体操教室　ミニサッカー教室、鉄棒教室、ハンドボール教室
　継続・新規とも　8/23(火)　11:00～　体育館受付
　・1クール　10回　　料金　各7,000円　　定員　各16～30名
★こども体操教室　第2期（小学1、2年生）
　継続・新規とも　8/23（火）　11:00～　体育館受付
　・1クール　10回　　料金　7,000円　　定員　16名
★こどもテニス教室　第3期（幼稚園年中組～小学6年生）
　幼児クラス、こどもクラス　
　新規の方　8/20(土)　10:00～　体育館受付
　・1クール　8回　各8,000円　　定員　各10名
★大人テニス教室　第3期　
　新規の方　8/20(土)　10:00～　体育館受付
　・1クール　8回　各8,000円　　定員　各10名

13

館内整理日

休 館

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

８ が つ は、休館日です。
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No.134

『リトル・ブッダ』　

　「まあちゃんのながいかみ」や「つんつくせんせい」でおなじみの、た
かどのほうこ先生の絵本原画展と講演会を開催いたします。原画展で
は２作品（４５点）すべての原画を展示いたします。ぜひこの機会に原
画ならではの繊細な筆づかいをご鑑賞ください。

たかどのほうこ絵本原画展・講演会たかどのほうこ絵本原画展・講演会

日　　時　８月６日（土）１３:３０～
場　　所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
定　　員　５０名
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。

１９９３年／イギリス　他／１４０分
監督・原案：ベルナルド・ベルトルッチ
出演：キアヌ・リーブス 

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646 ■PC版
http://libkasuya.jp/
■携帯版
https://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

ホームページアドレスが変わりました。ホームページアドレスが変わりました。

絵本原画展　９月６日（火）～１９日（月・祝）
　　　　　　＊期間中１２日（月）は休館日です。
開館時間　１０:００～１７:００
展示場所　粕屋フォーラム２階歴史資料展示室
展示作品　「つんつくせんせい　どうぶつえんにいく」
　　　　　「ゆかいなさんにんきょうだい　きえたおかしのまき」

たかどのほうこ講演会　「私のおはなしが生まれるまで」
日　時　９月１８日（日）１４:００～１５:３０
　　＊当日著書をご購入の方に、講演会後サイン会あり
場　所　粕屋フォーラム２階視聴覚室
定　員　１００名（小学生高学年以上）
申　込　９月１日（木）から先着順　＊電話でも申込みできます。
託児有　定員１５名（１０か月～未就学児）　要申込み

　第１２回布絵本講座受講生募集のお知らせ
毎回大好評の布絵本講座を今年も開講いたします。
日　時：９月８日・１５日・２２日
　　　　１０月６日・１３日・２０日 （毎回木曜日）
　　各日、１０:３０～１２:３０の全６回講座
場　所：粕屋フォーラム２階視聴覚室
作　品：「たべたいな～」
材料費：１，０００円
定　員：３６名　　要申込み
託児有(１０か月～未就学児)定員１５名　要申込み
申込期間：８月１１日（木）～２１日（日）　
　＊初めて受講される方を優先とさせていただきます。

　＊申込多数の場合は、２４日(水)に抽選を行います。

　＊全日程を受講できる方に限ります。

　　　　―　今月のおはなし会　―
☆なつのおはなし会スペシャル☆
　　８月２７日（土）　１１:００～　出演：ひまわり　
　　場所：２階視聴覚室
〇あかちゃん向けおはなし会
　　第１･３金曜日　１１:００～・１１:３０～
　　８月５日･１９日　　　
〇ちいさい子向けおはなし会
　　第２･４金曜日　１１:００～・１１:３０～
　　８月１２日･２６日
〇おおきい子向けおはなし会
　　毎週土曜日　　１１:００～
　　８月６日･１３日･２０日
〇小学生向けおはなし会
　　第１･３日曜日　１５:００～
　　８月７日･２１日　場所：１階おはなしの部屋

粕屋フォーラム雨水調整池新設工事　　　
及び駐車場利用についてのお知らせ　　　

　集中豪雨による浸水被害の軽減を図るため、粕屋フォ
ーラム駐車場に雨水調整池の設置工事を行います。工事
に伴い出入り口の変更や工事の作業音発生などご不便ご
迷惑をおかけいたしますが、皆さまのご理解とご協力を
お願いいたします。
＊工事期間中は、粕屋フォーラム駐車場の利用可能台数が現在
の三分の一程度（４６台）となります。できるだけ公共の交通機関
をご利用いただきますようお願いいたします。

　○工事期間　８月１日（月）～平成２４年３月１５日（木）

☆ブックリサイクルの本を集めています。
　収書期間　８月１６日～９月２８日
☆展示コーナーの作品を受付中です。詳しくは図書館へ。

インターネットで予約ができます。
くわしくは粕屋町立図書館ホームペ
ージ、又は図書館へお尋ねください。

鑑賞無料
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館内整理日

休 館

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

８ が つ は、休館日です。

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

No.134

『リトル・ブッダ』　

　「まあちゃんのながいかみ」や「つんつくせんせい」でおなじみの、た
かどのほうこ先生の絵本原画展と講演会を開催いたします。原画展で
は２作品（４５点）すべての原画を展示いたします。ぜひこの機会に原
画ならではの繊細な筆づかいをご鑑賞ください。

たかどのほうこ絵本原画展・講演会たかどのほうこ絵本原画展・講演会

日　　時　８月６日（土）１３:３０～
場　　所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
定　　員　５０名
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。

１９９３年／イギリス　他／１４０分
監督・原案：ベルナルド・ベルトルッチ
出演：キアヌ・リーブス 

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646 ■PC版
http://libkasuya.jp/
■携帯版
https://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

ホームページアドレスが変わりました。ホームページアドレスが変わりました。

絵本原画展　９月６日（火）～１９日（月・祝）
　　　　　　＊期間中１２日（月）は休館日です。
開館時間　１０:００～１７:００
展示場所　粕屋フォーラム２階歴史資料展示室
展示作品　「つんつくせんせい　どうぶつえんにいく」
　　　　　「ゆかいなさんにんきょうだい　きえたおかしのまき」

たかどのほうこ講演会　「私のおはなしが生まれるまで」
日　時　９月１８日（日）１４:００～１５:３０
　　＊当日著書をご購入の方に、講演会後サイン会あり
場　所　粕屋フォーラム２階視聴覚室
定　員　１００名（小学生高学年以上）
申　込　９月１日（木）から先着順　＊電話でも申込みできます。
託児有　定員１５名（１０か月～未就学児）　要申込み

　第１２回布絵本講座受講生募集のお知らせ
毎回大好評の布絵本講座を今年も開講いたします。
日　時：９月８日・１５日・２２日
　　　　１０月６日・１３日・２０日 （毎回木曜日）
　　各日、１０:３０～１２:３０の全６回講座
場　所：粕屋フォーラム２階視聴覚室
作　品：「たべたいな～」
材料費：１，０００円
定　員：３６名　　要申込み
託児有(１０か月～未就学児)定員１５名　要申込み
申込期間：８月１１日（木）～２１日（日）　
　＊初めて受講される方を優先とさせていただきます。

　＊申込多数の場合は、２４日(水)に抽選を行います。

　＊全日程を受講できる方に限ります。

　　　　―　今月のおはなし会　―
☆なつのおはなし会スペシャル☆
　　８月２７日（土）　１１:００～　出演：ひまわり　
　　場所：２階視聴覚室
〇あかちゃん向けおはなし会
　　第１･３金曜日　１１:００～・１１:３０～
　　８月５日･１９日　　　
〇ちいさい子向けおはなし会
　　第２･４金曜日　１１:００～・１１:３０～
　　８月１２日･２６日
〇おおきい子向けおはなし会
　　毎週土曜日　　１１:００～
　　８月６日･１３日･２０日
〇小学生向けおはなし会
　　第１･３日曜日　１５:００～
　　８月７日･２１日　場所：１階おはなしの部屋

粕屋フォーラム雨水調整池新設工事　　　
及び駐車場利用についてのお知らせ　　　

　集中豪雨による浸水被害の軽減を図るため、粕屋フォ
ーラム駐車場に雨水調整池の設置工事を行います。工事
に伴い出入り口の変更や工事の作業音発生などご不便ご
迷惑をおかけいたしますが、皆さまのご理解とご協力を
お願いいたします。
＊工事期間中は、粕屋フォーラム駐車場の利用可能台数が現在
の三分の一程度（４６台）となります。できるだけ公共の交通機関
をご利用いただきますようお願いいたします。

　○工事期間　８月１日（月）～平成２４年３月１５日（木）

☆ブックリサイクルの本を集めています。
　収書期間　８月１６日～９月２８日
☆展示コーナーの作品を受付中です。詳しくは図書館へ。

インターネットで予約ができます。
くわしくは粕屋町立図書館ホームペ
ージ、又は図書館へお尋ねください。

鑑賞無料
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県展会場入選作の前で

部　

の　

紹　

介

表　

装

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.235

本
郷 

蓉
子
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画 
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ご
案
内

●
日
時　
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）
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２
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時
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酢
造
２
階
ギ
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ラ
リ

　

ー（
粕
屋
町
酒
殿
８
１
５
ー
１
）

　

☎（
９
３
８
）
３
６
７
８　

案
浦

　

こ
の
度
、
郡
展
で
無
鑑
査
に
認
定

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で

描
き
た
め
て
き
た
日
本
画
・
水
彩
画

を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
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に
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り
ま
し
た
。
葦
、
水
辺
、
花
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ど
を
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心
に
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Ｆ
50
号
・
Ｆ
30
号

を
含
む
）
十
数
点
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計
画
し
て
お
り

ま
す
。

YOSAKOIかすや祭り出演のための練習日
○ 曲目　「にっぽんワッショイ」　唄　麻 はるか
○ 指導講師　深山喜公幸他
○ 練習日　８月６日（土）　１７日（水）　２３日（火）
　 ９月７日（水）　１０日（土）　１４日（水）　２９日（木）
　１０月５日（水）

　

表
装
の
部
の
歴
史
は
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古
く
、
や

が
て
三
十
年
を
迎
え
る
。
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つ
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、
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書
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史
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。

　

故
・
山
田
伊
佐
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と
20
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度
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ン
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ー
が
、
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に
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わ
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た
経
緯
が
あ
る
。

「
掛
軸
」
自
体
が
、
家
の
生
活
様
式
に

溶
け
込
ん
で
い
た
が
、
時
代
の
流
れ

と
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え
、
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今
で
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所
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た
。
し
か
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作
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一
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。

　

作
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は
、
実

に
時
間
の
か
か

る
仕
事
で
、
仕

上
げ
ま
で
に
、

三
枚
の
和
紙
を
貼
っ
て
い
く
の
だ
が
、

一
枚
貼
っ
て
は
二
週
間
自
然
風
乾
さ

せ
る
。

　

そ
の
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や
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上
下
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棒
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取
り

付
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と
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と
な
る
。
か
な
り
手

先
に
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て
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し
な
い
と
、

「
皺
」
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汚
れ
」「
接
着
不
良
」「
バ
ラ

ン
ス
」
な
ど
、
結
果
と
し
て
出
て
く

る
の
で
大
変
だ
が
、
納
得
の
い
く
作

品
ま
で
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は
、
な
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出
来
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ら
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。

● 

問
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Ａ

　

私
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ち
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年
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お
り
ま
す
。
発
足
当
時
は
ど
う
な
る

事
に
な
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。
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又
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。
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス　　　　8月1日(月)は休館日です。
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

8月の催し物
開催日 会場催 事 名

6
日
(土)

10
日
(水)

27
日
(土)

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
　中止することがあります。あらかじめご了承ください。

8月21日(日)　14:00～

＜出演＞Meli-Melo&Swing Hula
夏のごちゃまぜステージ

フロアコンサートは２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

8月28･29日(日、月)　さくらホール
スタインウェイを弾こう

世界のプロが認める“スタインウェイ”を演奏してみませんか。
個人演奏に限らず、楽器を持ち込んでのアンサンブル練習にも
おすすめです。

利用料:町内 ￥1,000/1時間　
　　　 町外 ￥1,500/1時間
　　　　　  ※(1人2時間まで)

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会
定員となりしだい、締切りとさせていただきます。

日　程:平成23年 10/25、11/1、11/29、12/6、
　　　 平成24年 1/24、1/31(全6回)
日　程:平成23年 10/25、11/1、11/29、12/6、
　　　 平成24年 1/24、1/31(全6回)
時　間:10:00～13:00時　間:10:00～13:00

定　員:10名程度定　員:10名程度

材料費:毎回￥1,000前後材料費:毎回￥1,000前後

場　所:サンレイクかすや　調理室場　所:サンレイクかすや　調理室

参加料:￥6,000(全6回分　初回一括・前納となります。)　参加料:￥6,000(全6回分　初回一括・前納となります。)　

※定員になりしだい、締切りとさせていただきます。※定員になりしだい、締切りとさせていただきます。

マクロビオティック料理教室　参加者募集

8月15日よりサンレイクかすや窓口にて受付開始8月15日よりサンレイクかすや窓口にて受付開始

東洋の考え方と日本の伝統食をもとに、日本人が提唱した
マクロビオティック。ダイエットや体質改善に、マクロビオティック料理を
試してみませんか。

東洋の考え方と日本の伝統食をもとに、日本人が提唱した
マクロビオティック。ダイエットや体質改善に、マクロビオティック料理を
試してみませんか。

講　師：小森 いく子講　師：小森 いく子

9月24日(土)　さくらホール

ばんばひろふみ＆太田裕美
スペシャルコンサート
開場 16：30 開演 17：00

全席
指定

前売券 ￥2,500　
当日券 ￥3,000　

サンレイク窓口にて
　　好評発売中　

6月12日(日)
6月のタペストリー 会場全体が、尺八や琴の

美しい調べに包まれる素適な
コンサートでした。
次回のコンサートへのご来場も
お待ちしております。

「いちご白書」をもう一度、SACHIKO、
木綿のハンカチーフ、あの名曲が蘇る・・・

長唄三味線と箏

人権問題夏季講演会
受付 12：30　開演 13：00

開場 13：30　開演 14：00
邦楽の調べ

問い合わせ 三味線アカデミー（山下）
☎947-0122

同和・人権問題啓発講演会
受付 12：30　開会 13：00

本田 路津子さんトーク＆コンサート

11：00～12：00
主催 仲原小学校PTA三委員会合同講演会

MEGA太鼓祭2011
開場 16:30　開演 17：00

チケット販売・問い合わせ

主催　MEGA太鼓祭2011実行委員会

☎939-0001
☎090-1976-7923 久我

ばんばひろふみ＆太田裕美
スペシャルコンサート

演題　「こうのとりのゆりかご」から
　　　　　　　　　　　見えてくるもの
講師　医療法人聖粒会　慈恵病院
　　　　看護部長　田尻 由貴子氏
たくさんのみなさんのご来場をお待ちしております。
問い合わせ 部落解放同盟表粕屋地区協議会

☎938-4821

～このままの姿で～

『Nuu  Amu  ～縫う・編む～』
10：30～14：00

ハンドメイド＊Summerフェスティバル

問い合わせ 糟屋地区人権運動連合会
☎621-1210

素適な雑貨屋さん＆作家さんが大集合
洋服、和小物、編み物など盛りだくさんで
お待ちしています。
託児コーナーもあります。
問い合わせ RIO＊RIO
http://youriorune.blog133.FC2.com/

HAPPY DOT
☎080-3966-2087

前売 ￥3,000　当日 ￥3,500

演題　「日本の人権問題と原発危機を
　　　　　　　　　　いかに考えるか」
講師　フリージャーナリスト 一ノ宮 美成氏

映画上映　「武士の一分」

9月の催し物
開催日 会場催 事 名

10
日
(土)

24
日
(土)

16
日
(金)

18
日
(日)
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県展会場入選作の前で

部　

の　

紹　

介

表　

装

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.235

本
郷 

蓉
子

　

絵
画 

展
示
会
ご
案
内

●
日
時　

９
月
３
日（
土
）
〜
２
か
月

　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

九
州
酢
造
２
階
ギ
ャ
ラ
リ

　

ー（
粕
屋
町
酒
殿
８
１
５
ー
１
）

　

☎（
９
３
８
）
３
６
７
８　

案
浦

　

こ
の
度
、
郡
展
で
無
鑑
査
に
認
定

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で

描
き
た
め
て
き
た
日
本
画
・
水
彩
画

を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
葦
、
水
辺
、
花
な
ど
を

中
心
に
描
い
た（
Ｆ
50
号
・
Ｆ
30
号

を
含
む
）
十
数
点
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

YOSAKOIかすや祭り出演のための練習日
○ 曲目　「にっぽんワッショイ」　唄　麻 はるか
○ 指導講師　深山喜公幸他
○ 練習日　８月６日（土）　１７日（水）　２３日（火）
　 ９月７日（水）　１０日（土）　１４日（水）　２９日（木）
　１０月５日（水）

　

表
装
の
部
の
歴
史
は
、
古
く
、
や

が
て
三
十
年
を
迎
え
る
。
か
つ
て
は
、

旧
粕
屋
町
中
央
公
民
館（
現　

粕
屋

町
立
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
駐
車
場
）

で
産
声
を
上
げ
た
。

　

故
・
山
田
伊
佐
久
先
生
の
御
指
導

の
も
と
20
名
程
度
の
メ
ン
バ
ー
が
、

二
教
室
に
て
教
わ
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

「
掛
軸
」
自
体
が
、
家
の
生
活
様
式
に

溶
け
込
ん
で
い
た
が
、
時
代
の
流
れ

と
は
言
え
、
現
今
で
は
、
そ
の
場
所

も
少
な
く
な
っ

て
き
た
。
し
か

し
、
掛
軸
の
素

晴
ら
し
い
作
品

を
静
か
に
鑑
賞

す
る
の
も
、
一

服
の
清
涼
剤
に

も
な
る
。

　

作
業
は
、
実

に
時
間
の
か
か

る
仕
事
で
、
仕

上
げ
ま
で
に
、

三
枚
の
和
紙
を
貼
っ
て
い
く
の
だ
が
、

一
枚
貼
っ
て
は
二
週
間
自
然
風
乾
さ

せ
る
。

　

そ
の
後
や
っ
と
上
下
の
棒
の
取
り

付
け
と
紐
付
け
と
な
る
。
か
な
り
手

先
に
神
経
を
使
っ
て
作
業
し
な
い
と
、

「
皺
」
や「
汚
れ
」「
接
着
不
良
」「
バ
ラ

ン
ス
」
な
ど
、
結
果
と
し
て
出
て
く

る
の
で
大
変
だ
が
、
納
得
の
い
く
作

品
ま
で
に
は
、
な
か
な
か
出
来
な
い

の
が
実
情
な
が
ら
、
ボ
ケ
防
止
の
意

味
も
兼
ね
、
ま
だ
ま
だ
続
け
て
い
き

た
い
趣
味
の
作
業
で
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

　

野
崎　

☎（
９
３
９
）
１
５
４
４

菊
声
会
Ａ

　

私
た
ち
の
教
室
は
、
本
年
16
年
目

に
な
り
ま
す
。（
平
成
７
年
に
発
足
）

　

現
在
５
人
の
会
員
で
石
橋
先
生
の

指
導
に
よ
り
楽
し
く
歌
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
発
足
当
時
は
ど
う
な
る

事
に
な
る
の
か
と
心
配
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
全
員
が
も
の
す

ご
い
上
達
ぶ
り
で
発
表
の
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
元
気
で
楽
し
く
、
長
く
歌

っ
て
い
き
ま
す
。（
平
均
年
齢
67
歳
）

　

新
会
員
募
集（
女
性
年
齢
不
問
）
多

数
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

第
一
会
議
室

●
練
習
日　

第
１
・
第
３
火
曜
日

●
連
絡
先　

藤
谷
陞
三

　

☎（
９
３
８
）
３
５
１
９

お
筝 

さ
く
ら
会

こ
と

　

筝
の
音
に
心　

和
ら
ぎ
踊
る

　

音
楽
に
は
、人
の
心
を
癒
し
た
り
、

あ
た
た
か
く
包
ん
で
く
れ
る
大
き
な

力
が
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
楽
器
の
中
か
ら
、
日
本
の
伝
統

楽
器
、
筝
を
私
た
ち
は
選
び
、
心
と

き
め
か
せ
和
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て「
や

っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思

え
る
日
が
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

筝
は
一
見
、
優
雅
に
又
、
難
し
そ
う

に
見
え
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
、

右
手
、
左
手
、
歌
、
右
脳
左
脳
、
小

さ
い
子
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
幅
広

く
楽
し
め
る
楽
器
で
す
。

　

一
本
の
弦
か
ら
広
が
る
無
限
の
広

が
り
合
奏
す
る
楽
し
さ
、一
人
弾
き
、

ま
ず
は
、
初
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
一
生
懸
命

描
い
た
作
品
た
ち
で
す
。
何
卒
、
皆

さ
ま
、
ご
高
覧
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

☎（
９
３
８
）
５
８
０
１　

本
郷
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス　　　　8月1日(月)は休館日です。
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

8月の催し物
開催日 会場催 事 名

6
日
(土)

10
日
(水)

27
日
(土)

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
　中止することがあります。あらかじめご了承ください。

8月21日(日)　14:00～

＜出演＞Meli-Melo&Swing Hula
夏のごちゃまぜステージ

フロアコンサートは２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

8月28･29日(日、月)　さくらホール
スタインウェイを弾こう

世界のプロが認める“スタインウェイ”を演奏してみませんか。
個人演奏に限らず、楽器を持ち込んでのアンサンブル練習にも
おすすめです。

利用料:町内 ￥1,000/1時間　
　　　 町外 ￥1,500/1時間
　　　　　  ※(1人2時間まで)

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会
定員となりしだい、締切りとさせていただきます。

日　程:平成23年 10/25、11/1、11/29、12/6、
　　　 平成24年 1/24、1/31(全6回)
日　程:平成23年 10/25、11/1、11/29、12/6、
　　　 平成24年 1/24、1/31(全6回)
時　間:10:00～13:00時　間:10:00～13:00

定　員:10名程度定　員:10名程度

材料費:毎回￥1,000前後材料費:毎回￥1,000前後

場　所:サンレイクかすや　調理室場　所:サンレイクかすや　調理室

参加料:￥6,000(全6回分　初回一括・前納となります。)　参加料:￥6,000(全6回分　初回一括・前納となります。)　

※定員になりしだい、締切りとさせていただきます。※定員になりしだい、締切りとさせていただきます。

マクロビオティック料理教室　参加者募集

8月15日よりサンレイクかすや窓口にて受付開始8月15日よりサンレイクかすや窓口にて受付開始

東洋の考え方と日本の伝統食をもとに、日本人が提唱した
マクロビオティック。ダイエットや体質改善に、マクロビオティック料理を
試してみませんか。

東洋の考え方と日本の伝統食をもとに、日本人が提唱した
マクロビオティック。ダイエットや体質改善に、マクロビオティック料理を
試してみませんか。

講　師：小森 いく子講　師：小森 いく子

9月24日(土)　さくらホール

ばんばひろふみ＆太田裕美
スペシャルコンサート
開場 16：30 開演 17：00

全席
指定

前売券 ￥2,500　
当日券 ￥3,000　

サンレイク窓口にて
　　好評発売中　

6月12日(日)
6月のタペストリー 会場全体が、尺八や琴の

美しい調べに包まれる素適な
コンサートでした。
次回のコンサートへのご来場も
お待ちしております。

「いちご白書」をもう一度、SACHIKO、
木綿のハンカチーフ、あの名曲が蘇る・・・

長唄三味線と箏

人権問題夏季講演会
受付 12：30　開演 13：00

開場 13：30　開演 14：00
邦楽の調べ

問い合わせ 三味線アカデミー（山下）
☎947-0122

同和・人権問題啓発講演会
受付 12：30　開会 13：00

本田 路津子さんトーク＆コンサート

11：00～12：00
主催 仲原小学校PTA三委員会合同講演会

MEGA太鼓祭2011
開場 16:30　開演 17：00

チケット販売・問い合わせ

主催　MEGA太鼓祭2011実行委員会

☎939-0001
☎090-1976-7923 久我

ばんばひろふみ＆太田裕美
スペシャルコンサート

演題　「こうのとりのゆりかご」から
　　　　　　　　　　　見えてくるもの
講師　医療法人聖粒会　慈恵病院
　　　　看護部長　田尻 由貴子氏
たくさんのみなさんのご来場をお待ちしております。
問い合わせ 部落解放同盟表粕屋地区協議会

☎938-4821

～このままの姿で～

『Nuu  Amu  ～縫う・編む～』
10：30～14：00

ハンドメイド＊Summerフェスティバル

問い合わせ 糟屋地区人権運動連合会
☎621-1210

素適な雑貨屋さん＆作家さんが大集合
洋服、和小物、編み物など盛りだくさんで
お待ちしています。
託児コーナーもあります。
問い合わせ RIO＊RIO
http://youriorune.blog133.FC2.com/

HAPPY DOT
☎080-3966-2087

前売 ￥3,000　当日 ￥3,500

演題　「日本の人権問題と原発危機を
　　　　　　　　　　いかに考えるか」
講師　フリージャーナリスト 一ノ宮 美成氏

映画上映　「武士の一分」

9月の催し物
開催日 会場催 事 名

10
日
(土)

24
日
(土)

16
日
(金)

18
日
(日)
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新
入
団
員
歓
迎
会

　

６
月
５
日(

日)

、
新
入
団
員
歓
迎

会
を
行
い
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
新
た
に
２
名
の
新

入
団
員
を
迎
え
て
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と

い
う
こ
と
で
、
海
の
中
道
海
浜
公
園

に
行
き
ま
し
た
。
現
地
に
着
く
と
、

２
人
乗
り
用
の
自
転
車
を
借
り
て
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
、
広
い
敷
地

の
中
央
に
あ
る
芝
生
の
広
場
を
目
指

し
ま
し
た
。
広
場
で
は
み
ん
な
で
お

昼
ご
飯
を
食
べ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

新
入
団
員
募
集

　

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に
在
住
の
18

歳
〜
24
歳
ま
で
の
方（
男
女
問
わ
ず
）

な
ら
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。
町
行

事
の
ス
タ
ッ
フ
、
お
手
伝
い
を
し
て

町
に
貢
献
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
新
し
い

仲
間
の
輪
や
友
情
、
集
団
で
の
協
調

性
を
育
む
元
気
な
若
者
の
と
て
も
楽

し
い
団
体
で
す
。

　

青
年
団
の
活
動
に
少
し
で
も
興
味

を
も
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
）

ka
su
ya_

yo
u
th_

sta
ff@

ya
h
o
o

.

c
o.

jp

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を
し
ま
し
た
。
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
新
入
団
員
も

徐
々
に
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
青
年
団
活
動
を
楽
し
ん
で

く
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
青

年
団
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
新
入
団

員
と
共
に
、
よ
り
良
い
青
年
団
活
動

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私たちの婦人会、みんなの知恵を出しあって
楽しく活動！

　６月７日　社会教育関係団体事務室において、６
月・７月・８月の活動計画を立てました。
　全員参加の会議で、部屋一杯にイスを並べ活発な
意見を交わしました。
＊郷土色あふれる‘食の文化’の伝承
　７月24日（日）　粕屋に伝わるお盆料理を地元
の料理自慢の先輩に指導をしていただきました。
＊環境汚染への啓蒙活動
　４月に作った「廃油石鹸」を配布。

　などを計画しました。
　会員の心は１つ。楽しい時間を共有し、充実感を
味わいたいものです。

　有用微生物（EM）と食廃油から作った
「廃油石鹸」を７月10日（日）
　粕屋町青少年育成町民の会
　人権問題啓発強調月間　　　 大会
　社会を明るくする運動
会場入り口で配布しました。
　多くの方に廃油石鹸を使用していただ
くことを願っています。元気なあいさつ粕屋の子！

　６月15日　あいさつ運動　各小中学校
　元気な声であいさつしてくれます。立ち止まって
手を揃え、あいさつする姿が増えました。
　すがすがしいひと時です。

８月の活動予定
８月19日（金）　手づくり教室《牛乳パックでイス作り》
８月24日（水）　夏休み町内巡回　古切手回収整理

仲原小学校でのあいさつ運動

廃油石鹸600個
可愛くラッピング

婦人会会員を募集しています。婦人会会員を募集しています。
＜問い合わせ＞　☎９３８－２１０６　会長　伴
　　　　　　　　☎９３８－１１２５　副会長　西村17

★ポスター掲示にご協力お願いいたします★　
　今年のポスターが完成いたしました。お店など、たくさんの方の目に触れる場所への掲示
にご協力いただける方は、事務局までご連絡ください。

　
★フォトコンテスト★　
　今年もフォトコンテストを開催いたします。
　「第１１回ＹＯＳＡＫＯＩかすや祭り」で撮影された、
素敵な写真のご応募、お待ちしております。
　詳しくは事務局までお問い合わせください。
●募集期間　１０月１１日（火）～１１月末日

　
★審査員を募集します★　
　今回も一般町民の皆さまから審査員を募集します。

　　○審査日　１０/９(日)　※本祭２日目

　　○当日はA・B・Cの３ブロックに分けて審査を行います。

　　○ブロック審査の時間帯の「目安」はそれぞれ以下のとおりです。

　　　・Aブロック…10：00～ 12：00(休憩時間10分を含む)

　　　・Bブロック…12：20～ 14：20(休憩時間10分を含む)

　　　・Cブロック…14：40～ 16：40(休憩時間10分を含む)

　　　　(↑詳しくはプログラムが確定する９月中旬に決定します。)

　　○上記のうち、１ブロックの審査をお願いします。

　　　（審査に加え、要領の説明などのため３時間位必要です。）

　　○応募については、下記事務局へお名前や連絡先をご連絡ください。

　皆さんのご応募をお待ちしています。

　
★ＹＯＳＡＫＯＩかすや祭りボラスタクラブに入ってみませんか？★　
　より粕屋町民の皆さまが楽しめる祭りを目指して、祭りづくりにご協力いただける方々
（各班にかかわる作業の経験がある方から、経験はないけれどやる気や興味はある！という方
まで）を広く募集しています。祭りを通じてまちづくりに参加してみませんか？

　①音響班…音響機材の組み上げから操作、撤収までの作業及びサポート

　②広報班…カメラによる写真撮影、ビデオカメラによる映像撮影

　③ＭＣ班…祭りの司会・進行作業及びサポート
　　　　締切りは？…ありません!!　いつでも募集中です！

　　
※このコーナーについての連絡・問い合わせは、YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局
　（粕屋町協働のまちづくり課）まで　☎９３８－０１７３

第11回 YOSAKOIかすや祭り
期日　１０月８日（土）・９日（日）
場所　かすやドームほか
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★ポスター掲示にご協力お願いいたします★　
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　より粕屋町民の皆さまが楽しめる祭りを目指して、祭りづくりにご協力いただける方々
（各班にかかわる作業の経験がある方から、経験はないけれどやる気や興味はある！という方
まで）を広く募集しています。祭りを通じてまちづくりに参加してみませんか？
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第２回子ども会リーダー研修会を行いました。第２回子ども会リーダー研修会を行いました。

　各分館子ども会リーダー及び子ども会指導者
を対象に下記の日程で宿泊研修を行いました。
●期日　6月18日（土）・19日（日）（一泊二日）
●場所　国立夜須高原青少年自然の家
●参加者
　　　子ども会リーダー（小学5・6年）59名
　　　ジュニア・シニアリーダー
　　　　　　　　　　（中学生～大学生）17名
　　　子ども会指導者21名、
　　　子育連役員9名の計106名が参加
●研修内容　焼き杉･レクリエーション・キャン
　　　　　　ドルの集い・ワークショップなど
　第2回研修（本研修）では、各分館の子ども会
リーダーはジュニア・シニアリーダーの指導で
班単位での行動を基本とし、事前研修（5月8日）
で話し合った役割や約束事をもとに、研修での
活動や遊びの中から団体活動の楽しさ、人への
思いやり、子ども会リーダーとしての基本知識
や技術を身につけ、今後の子ども会活動に活か
すことを目的としました。
　また子ども会指導者の皆さんは、実際に子ど

も達の活動をサポートしながら子ども会活動の
進め方を実践しました。
　今回の研修は、残念ながら2日とも雨に見舞
われたため、楽しみにしていた屋外でのフィー
ルドビンゴが実施できませんでした。また、メ
インイベントであった「焼き杉」の作業にもトラ
ブルが発生し、
仕上げ作業につ
いては次回の研
修会に延期せざ
るを得ませんで
した。
　しかし、そのような中でもジュニア･シニアリ
ーダーを中心に楽しくレクリエーションを行う
など、楽しく2日間を過ごし、より団結を深め
ることができました。
　次回の第3回研修会（事後研修）は9月23日
（祝）に行いますが、「焼き杉」の仕上げと研修会
全体の反省点などを話し合います。また、規定
の研修を終えた5年生には終了証を、6年生に
はジュニアリーダー初級認定証を渡す予定です。

第２回子ども会リーダー研修会
酒殿区　5年　藤木萌々花

　私は、今のリー
ダー研修会をおえ
て、とても楽しか
ったです。研修の
じっさいの体験
（のこぎりで、杉
の木を切ること）
が、すごく大変だ
ったけれど、切れた時はとてもうれしかったです。
みがくのも、全く色が変わらなくて、大変だっ
たけれど、ふつうでは、できない体験ができて、
楽しかったです。ふだんやらないことをやるの
は、とっても大変でした。でも、思い出になり
ました。キャンドルの集いも、とてもおもしろ
かったです。知らない人達とも、こんなに仲良
くなれたのが、とても信じられないくらいでした。
消灯の時間も、なかなかねつけなくて、1時ぐ
らいまで起きていて、朝がね不足で、つらかっ
たです。今度の研修も、楽しみながら、たくさ
んのことを学んでいきたいです。今回の研修で
は、焼き杉のメッセージはできなかったけれど、
次の研修では、こころをこめた、焼き杉を完成
させたいです。

第２回リーダー研修会を終えて
駕与丁区育成会長　竹田一美

　私は今回、初めて宿泊研修に参加しました。
息子も初めての経験で、特に男子の参加人数が
少なく、周りとスムーズに馴染めるか、親とし
て心配な面もありました。しかし、いつの間に
か出会ったばかりの子の名前を覚え、はしゃぐ
我が子の姿に、これまで2回の研修の経験が活
かされているのが実感できました。
　学校という場で、そして各々の家庭でも、子
ども達は成長していきます。でも、見落としが
ちだった「地域」という場の中にも、私達が成長
できる機会はまだまだ沢山あるのだということ
を再認識させられました。何より、このリーダ
ー研修では、小学5年から中学生、高校生、大学生、
両親以外のおじさん、おばさんまで、本当に幅
広い年齢層の方々との触れ合いができるのです
から。子ども達にはこういう機会を通して、憧
れや目標を抱き、前進していって欲しいと思い
ます。
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第
10
回
商
工
花
火
大
会
に
お
き

ま
し
て
は
、
事
業
所
及
び
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
て
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
賛
金
の
一
部
を
東
日
本
大
震

災
復
興
の
た
め
、
義
援
金
と
し
て

送
金
い
た
し
ま
し
た
。

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
17
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会
ま
で

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町
商
品
券

建
築
・
工
業
関
連
対
象
券

発
売
開
始

取
扱
加
盟
店
も
随
時
募
集
中

　

１
世
帯
に
つ
き
11
万
円
分
単
位

で
55
万
円
分
ま
で
購
入
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
10
％
付
き
の
建
築
・
工

業
関
連
対
象
券（
以
後「
工
事
券
」）

を
８
月
１
日（
月
）
よ
り
粕
屋
町
商

工
会
窓
口
に
て
発
売
し
ま
す
。

　

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
取
扱

加
盟
店
に
よ
り
行
わ
れ
る
改
修
工

事
や
、
自
動
車
修
理
な
ど
を
対
象

と
し
、
施
工
場
所
は
粕
屋
町
内
外

を
問
わ
ず
、
そ
の
用
途
も
自
家
用

事
業
用
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
幅
広

く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
た

だ
し
、
粕
屋
町
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

ご
自
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
店
舗
・

借
家
の
改
装
・
修
理
な
ど
の
計
画

が
あ
る
方
は
、
取
扱
加
盟
店
へ
御

用
命
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
粕
屋
町
商
工
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
買
物
券
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粕
屋
町
商
工
会
会

員
の
ほ
か
、
非
会
員
事
業
所
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登

録
料
３
，
０
０
０
円
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加
盟
店
登

録
い
た
だ
け
ま
す
。

　

工
事
券
は
大
型
店
を
除
く
、
町

内
に
事
業
所
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有
す
る
粕
屋
町
商

工
会
会
員
事
業
所
に
限
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
換
金
時
に
は
換
金
手

数
料
２
％
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
会
員
募
集
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間（
8

年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が
委

託
し
た
左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
、
甲
仲
原
区
の
交
換
対
象

の
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業
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２
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９
９
２
８

㈱
尾
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設
糟
屋
支
店
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９
３
８)

４
５
７
６

㈱
倉
田       

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱ 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

０
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

農
業
体
験
農
園
の

入
園
者
を
募
集
し
ま
す

　

県
と
糟
屋
中
南
部
地
域
６
町
に
よ

る
広
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会

議
で
は
、
農
業
体
験
農
園
の
開
設
・

運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
体
験
農
園
は
、
一
般
的
な
市

民
農
園
と
は
異
な
り
、
プ
ロ
の
農
家

が
種
ま
き
・
作
付
け
か
ら
収
穫
ま
で

野
菜
作
り
の
指
導
を
す
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

昨
年
度
開
園
し
た
久
山
町（
猪
野
）

と
粕
屋
町（
酒
殿
）
に
続
き
、
こ
の
秋
、

篠
栗
町
に
新
規
農
園
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
の
で
入
園
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
、
現
地
説
明
会
日
程
な

ど
、
詳
し
く
は
直
接
農
園
主
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
園
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篠
栗
萩
尾
体
験
農
園

●
農
園
所
在
地　

篠
栗
町
萩
尾（
樹

芸
の
森
近
く
）

●
園
主
名　

山
邉
哲
也

●
園
主
連
絡
先　

☎
０
８
０ 

（
３
４

　

５
８
）
４
１
８
７

●
利
用
料　

年
間
４
万
円
程
度（
一

区
画
30
㎡
当
た
り
）
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も
ち
ろ
ん
、
店
舗
・

借
家
の
改
装
・
修
理
な
ど
の
計
画

が
あ
る
方
は
、
取
扱
加
盟
店
へ
御

用
命
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
粕
屋
町
商
工
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
買
物
券
は
粕
屋
町
商
工
会
会

員
の
ほ
か
、
非
会
員
事
業
所
は
登

録
料
３
，
０
０
０
円
で
加
盟
店
登

録
い
た
だ
け
ま
す
。

　

工
事
券
は
大
型
店
を
除
く
、
町

内
に
事
業
所
を
有
す
る
粕
屋
町
商

工
会
会
員
事
業
所
に
限
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
換
金
時
に
は
換
金
手

数
料
２
％
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
会
員
募
集
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間（
8

年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が
委

託
し
た
左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
、
甲
仲
原
区
の
交
換
対
象

の
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

 

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

 

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

㈱
倉
田       

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱ 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

０
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

農
業
体
験
農
園
の

入
園
者
を
募
集
し
ま
す

　

県
と
糟
屋
中
南
部
地
域
６
町
に
よ

る
広
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会

議
で
は
、
農
業
体
験
農
園
の
開
設
・

運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
体
験
農
園
は
、
一
般
的
な
市

民
農
園
と
は
異
な
り
、
プ
ロ
の
農
家

が
種
ま
き
・
作
付
け
か
ら
収
穫
ま
で

野
菜
作
り
の
指
導
を
す
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

昨
年
度
開
園
し
た
久
山
町（
猪
野
）

と
粕
屋
町（
酒
殿
）
に
続
き
、
こ
の
秋
、

篠
栗
町
に
新
規
農
園
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
の
で
入
園
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
、
現
地
説
明
会
日
程
な

ど
、
詳
し
く
は
直
接
農
園
主
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
園
名　

篠
栗
萩
尾
体
験
農
園

●
農
園
所
在
地　

篠
栗
町
萩
尾（
樹

芸
の
森
近
く
）

●
園
主
名　

山
邉
哲
也

●
園
主
連
絡
先　

☎
０
８
０ 

（
３
４

　

５
８
）
４
１
８
７

●
利
用
料　

年
間
４
万
円
程
度（
一

区
画
30
㎡
当
た
り
）
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
学
習
の
き
っ
か
け
〜

　

生
涯
学
習
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、「
知
人
・
友
人

に
誘
わ
れ
て
」
が
50
％
で
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
先
に
学
ん
で

い
る
知
人
は
そ
の
学
習
の
楽
し
さ

を
実
体
験
と
し
て
語
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
新
し
い
人
も
興
味
や

関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
新
聞
・
雑
誌
を
見
て
」、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
」
が
共
に

15
％
で
続
い
て
い
ま
す
。
た
ま
た

ま
見
聞
し
た
情
報
の
中
に
、
関
心

を
引
く
学
習
が
見
つ
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
粕
屋
町
の

広
報
紙
を
見
て
」
が
10
％
で
あ
り
、

学
習
情
報
の
充
実
し
た
掲
載
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、「
知
人
・
友

人
に
誘
わ
れ
て
」、「
新
聞
・
雑
誌

を
見
て
」
は
、
男
性
が
多
く
、
女

性
は「
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
見
て
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
特
徴
が
現
れ
る
の
は
、

中
高
年
が「
粕
屋
町
の
広
報
紙
を

見
て
」
が
多
く
、
若
い
年
齢
層
で

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
」
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〜
学
習
を
行
わ
な
い
理
由
〜

　

生
涯
学
習
を
行
っ
て
い
な
い
理

由
は
、「
仕
事
が
忙
し
く
て
時
間

が
な
い
」
が
38
％
で
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
学
習
は
ま
と
ま
っ

た
時
間
を
か
け
て
す
る
も
の
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
時
間
が
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
短
い

時
間
を
こ
つ
こ
つ
つ
な
い
で
い
く

と
い
う
学
習
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て

み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
」

が
34
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
学
習

を
自
分
で
思
い
立
つ
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
の
で
、
サ
ン

レ
イ
ク
か
す
や
や
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
自
治
公
民
館
な
ど
に
お
け
る

学
習
の
雰
囲
気
作
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
「
必
要
な
情
報
が
入
手
で
き
な

い
」
が
15
％
と
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
学
習
情
報
が
日
時
・
場
所
に
限

定
さ
れ
て
お
り
、
内
容
が
分
か
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
と
い
う
反
省
が
必
要
で
す
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

粕屋フォーラム雨水調整池新設工事
及び駐車場利用についてのお知らせ

　粕屋町では、集中豪雨による浸水被害の軽減を図るため、粕屋フォーラム駐車場に雨水調整池
の設置工事を行います。工事に伴い、出入口の変更や工事の作業音発生などご不便ご迷惑をおか
けいたしますが、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
※工事期間中は、粕屋フォーラム駐車場の利用可能台数が現在の三分の一程度（46台）となります。
　できるだけ公共の交通機関をご利用いただきますようお願いいたします。

●工事期間　　8月1日から平成24年3月15日

●問い合わせ　粕屋町上下水道課　☎938-0239（課直通）

工事箇所

常時駐車可能
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図１

８月の行事予定 8月2日(火)　8月定例会　午前10時　福祉センター

６ 

月 

の 

行 

事

■
糟
屋
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
１
日（
水
）
午
前
８
時
30
分

　

須
恵
町
運
動
公
園

　

各
町
老
ク
連
か
ら
３
チ
ー
ム
、

計
21
チ
ー
ム
に
よ
る
競
技
で
、
全

員
健
闘
し
ま
し
た
が
、
優
勝
は
志

免
町
で
し
た
。

■
６
月
定
例
理
事
会

　

６
月
７
日（
日
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

６
・
７
月
の
行
事
及
び
町
主
催

の
催
し
に
つ
い
て
検
討
打
合
せ
を

行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
20
の
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

タ
オ
ル
・
雑
巾　

１
，８
９
０
枚
を
、

安
河
内
会
長　

以
下
７
名
の
役
員

で
、
町
立
の
各
幼
稚
園
、
小
学
校
、

緑
の
里
、
役
場（
保
育
園
分
）
を
訪

ね
、
贈
呈
し
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
研
修
会（
粕
屋
町
主
催
）

　

６
月
12
日（
日
）
午
前
10
時

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

５
名
の
役
員
、
部
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

■
会
長
・
女
性
部
長
研
修
旅
行

　

６
月
14
日（
火
）〜
15
日

（
水
）
長
崎
野
母
崎
へ
１
泊

２
日
の
研
修
旅
行
に
行
き
ま

し
た
。
曇
り
空
の
な
か
野
母

崎
亜
熱
帯
植
物
園
の
日
本
一
、

九
州
一
の
植
物
を
見
学
。
微

か
に
霞
む
軍
艦
島
と
軍
艦
島

資
料
館
で
研
修
、
翌
日
は
小

雨
の
な
か
旧
香
港
上
海
銀
行

長
崎
支
店
記
念
館
を
見
学
、

古
き
良
き
こ
ろ
の
長
崎
を
偲

び
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

　

９
月
23
日（
金
）
か
ら
住
居
表
示
を

実
施
し
、
図
１
で
示
す
区
域
の
住
所

の
表
し
方
が「
大
字
仲
原
」
か
ら「
仲

原
一
丁
目
・
仲
原
二
丁
目
・
仲
原
三

丁
目
」
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

役
場
備
え
付
け
の
公
簿
類
や
不
動

産
登
記
簿
の
表
題
部
の
所
在
地
は
自

動
的
に
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
不
動

産
登
記
簿
の
所
有
名
義
人
の
住
所
欄

や
運
転
免
許
証
の
住
所
な
ど
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
申
請
が
な
け
れ
ば
変

更
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
別
途
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

各
種
住
所
変
更
手
続
で
必
要
と
な

る「
住
居
表
示
変
更
証
明
書
」 

を
、

役
場
総
合
窓
口
課
で
９
月
26
日（
月
）

か
ら
無
料
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
、
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で

き
る
公
的
な
身
分
証
明
書
な
ど
を
お

持
ち
に
な
っ
て
ご
来
庁
く
だ
さ
い

（
同
一
世
帯
の
方
以
外
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
）。

※

対
象
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、

住
居
番
号
表
示
板
の
設
置
に
お
伺

い
す
る
際
に
、
住
所
変
更
の
お
手

続
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。

※

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
９
月

23
日
〜
９
月
25
日
は
、
証
明
書
自

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
住
所
の
表
示
が
変
わ
り
ま
す（
大
字
仲
原
の
一
部
）

動
交
付
機
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　
【
証
明
書
発
行
に
関
す
る
こ
と
】

　

粕
屋
町
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１  

（
内
線
４

　

１
６
、
４
４
４
）

　
【
計
画
実
施
に
関
す
る
こ
と
】

　

粕
屋
町
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１  

（
内
線
４

　

６
６
、
４
６
７
）
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。
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の
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、
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が
参
加
し

ま
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。

■
会
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・
女
性
部
長
研
修
旅
行
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15
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（
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）
長
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野
母
崎
へ
１
泊

２
日
の
研
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行
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。
曇
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植
物
を
見
学
。
微

か
に
霞
む
軍
艦
島
と
軍
艦
島

資
料
館
で
研
修
、
翌
日
は
小

雨
の
な
か
旧
香
港
上
海
銀
行

長
崎
支
店
記
念
館
を
見
学
、

古
き
良
き
こ
ろ
の
長
崎
を
偲

び
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

　

９
月
23
日（
金
）
か
ら
住
居
表
示
を

実
施
し
、
図
１
で
示
す
区
域
の
住
所

の
表
し
方
が「
大
字
仲
原
」
か
ら「
仲

原
一
丁
目
・
仲
原
二
丁
目
・
仲
原
三

丁
目
」
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

役
場
備
え
付
け
の
公
簿
類
や
不
動

産
登
記
簿
の
表
題
部
の
所
在
地
は
自

動
的
に
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
不
動

産
登
記
簿
の
所
有
名
義
人
の
住
所
欄

や
運
転
免
許
証
の
住
所
な
ど
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
申
請
が
な
け
れ
ば
変

更
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
別
途
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

各
種
住
所
変
更
手
続
で
必
要
と
な

る「
住
居
表
示
変
更
証
明
書
」 

を
、

役
場
総
合
窓
口
課
で
９
月
26
日（
月
）

か
ら
無
料
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
、
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で

き
る
公
的
な
身
分
証
明
書
な
ど
を
お

持
ち
に
な
っ
て
ご
来
庁
く
だ
さ
い

（
同
一
世
帯
の
方
以
外
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
）。

※

対
象
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、

住
居
番
号
表
示
板
の
設
置
に
お
伺

い
す
る
際
に
、
住
所
変
更
の
お
手

続
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。

※

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
９
月

23
日
〜
９
月
25
日
は
、
証
明
書
自

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
住
所
の
表
示
が
変
わ
り
ま
す（
大
字
仲
原
の
一
部
）

動
交
付
機
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　
【
証
明
書
発
行
に
関
す
る
こ
と
】

　

粕
屋
町
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１  

（
内
線
４

　

１
６
、
４
４
４
）

　
【
計
画
実
施
に
関
す
る
こ
と
】

　

粕
屋
町
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１  

（
内
線
４

　

６
６
、
４
６
７
）
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5
月
28
日（
土
）
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
講
師 

冨
岡
郁
雄
氏
を
招
い

て「
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

お
は
な
し
相
手
講
座
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
先
生
の
お
話
を
聞
き
な

が
ら
二
人
一
組
に
な
り
、
相
手
を

褒
め
る
事
を
体
験
し
ま
し
た
。
初

対
面
の
人
で
も
褒
め
ら
れ
る
と
お

互
い
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
の
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
お
話
を
聞
き
な

No.128

「
聴
き
上
手
・
は
な
し
上
手

講
座
」
に
参
加
し
て

「
ぱ
ー
る
会
・

　
　

一
泊
研
修
旅
行
」

が
ら
納
得
し
た
り
反
省
し
た
り
、

相
手
を
大
切
に
す
る
心（
承
認
・

信
頼
・
共
感
）
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
孤
独
や
病
気
・
老

い
な
ど
の
不
安
に
直
面
し
た
と
き
、

自
分
の
話
を
否
定
せ
ず
そ
の
想
い

に
耳
を
傾
け
共
感
し
て
支
え
て
く

れ
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
の
生

き
甲
斐
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
言
葉
を

大
切
に
し
て
講
座
で
学
ん
だ
こ
と

を
少
し
で
も
仕
事
や
人
と
の
つ
き

あ
い
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　

か
ざ
ぐ
る
ま　

桑
野
早
苗

　

ぱ
ー
る
会
は
６
月
18
日（
土
）・

19
日（
日
）
に
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

へ
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
研

修
は
、
広
報
音
読
の
た
め
の
発
声

法
の
練
習
と
毎
日
で
き
る
体
の
ケ

ア
と
い
う
事
で
タ
オ
ル
を
使
っ
た

健
康
体
操
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
梅
雨
入
り
が
早
か
っ
た
今

年
、
あ
い
に
く
２
日
間
と
も
小
雨

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
新

生
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
は
無
料
参
加

で
き
る
シ
ョ
ー
や
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
充
実
し
て

お
り
、
ま
た
雨
で
お
客
さ
ん
が
少

な
い
分
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
並
ば

ず
ス
イ
ス
イ
入
る
こ
と
が
で
き
、

た
っ
ぷ
り
満
喫
で
き
ま
し
た
。
小

雨
降
る
中
、
お
花
を
見
な
が
ら
の

そ
ぞ
ろ
歩
き
も
心
が
癒
さ
れ
、
明

日
へ
の
活
力
に
つ
な
が
る
楽
し
い

研
修
旅
行
で
し
た
。

　
　
　
　

ぱ
ー
る
会　

前
田
悦
子

●
日
時　

８
月
27
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

大
広
間
Ａ
Ｂ

●
講
師　

青
洲
会
病
院　

理
事

長　

河
野
輝
昭
氏（
専
門
：

脳
神
経
外
科
）

●
内
容　
「
い
つ
ま
で
も
…
若

い
あ
た
ま
と
、
元
気
な
か
ら

だ
」

　

参
加
は
無
料
で
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

か
す
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
）
８
８
３
５

「健康づくり」　
セミナーのお知らせ
「健康づくり」　
セミナーのお知らせ

刃
物
研
ぎ

〜
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
〜

　

家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
日　

８
月
23
日（
火
）

●
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
ま
で

●
場
所　

粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
車
庫
前（
粕
屋
町
駕
与
丁

３
ー
２
ー
21　

駕
与
丁
公
園
北
側
）

●
料
金　

１
本
３
０
０
円
か
ら
５
０

　

０
円
程
度

●
問
い
合
わ
せ　
（
社
）
粕
屋
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
）
３
３
０
０

☆
60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
、
健
康

な
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
会
員

に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
つ
で
も
電
話
で
ご
連
絡
を
。
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養
育
費
電
話
相
談

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
律

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん

ま
た
は
、
離
婚
協
議
中
の
方
を
対
象

に
養
育
費
の
電
話
相
談
業
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
後
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

　

時
●
連
絡
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

平
成
23
年
度
訪
問
介
護
員

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
養
成
研
修
の
受
講
生
募
集

【
平
日
コ
ー
ス
】

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
従

事
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
日
程

▽
講
義　

９
月
22
日（
木
）
〜
12
月
８

日（
木
）
ま
で
の
間
の
平
日　

　

演
習
は
右
記
期
間
の
内
10
日
間
実

施
。　
　
　
　
　
　

▽
実
習　

12
月
９
日（
金
）
〜
翌
年
１

月
31
日（
火
）の
間
の
平
日
５
日
間

▽
修
了
式　

平
成
24
年
２
月
21
日（
火
）

※

講
義
・
実
技
時
間
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
45
分
の
予
定
、
日

程
・
時
間
は
都
合
に
よ
り
変
更
あ

り（
実
習
に
つ
い
て
は
別
途
定
め

る
）

●
会
場

▽
講
義
・
実
技

　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

　

☎（
５
２
３
）１
１
７
１

　

福
岡
市
南
区
大
楠
３
ー
１
ー
１

▽
実
習　

粕
屋
町
及
び
近
郊
市
町
村

内
の
施
設
を
利
用

●
対
象　

粕
屋
町
在
住
の
方　
　

●
募
集
人
員　

４
名（
多
数
の
場
合
、

介
護
福
祉
課
か
ら
抽
選
結
果
を
郵

　

送
に
て
通
知
）

●
費
用

・
受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

・
施
設
実
習
等
に
お
け
る
健
康
診
断

書
の
提
出
及
び
予
防
接
種
等
に
係

る
経
費（
約
１
０
，
０
０
０
円
程

度
）（
事
前
受
診
不
可
）

●
申
込
書
設
置
・
問
い
合
わ
せ

　

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
れ
ば
、
す
ぐ

に
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課

　

☎（
９
３
８
）０
２
２
９（
課
直
通
）

●
申
込
期
間　

８
月
５
日（
金
）
〜
８

月
22
日（
月
）

●
主
催　
（
財
）
福
岡
県
市
町
村
振
興

協
会　

☎（
６
５
１
）１
１
２
１

●
委
託
先　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県

支
部　

☎（
５
２
３
）１
６
１
７

　

業
・
自
律
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
８
４
）
３
９
３
１

※
こ
の
ほ
か
、
８
月
・
９
月
に
、
子

ど
も
の
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
法

律
相
談
も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　

☎（
５
８
４
）
３
９
２
２
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

福岡県警察官募集福岡県警察官募集
～福岡県警は新たな力を募集しています～
●試験日（第１次）　９月18日（日）
●受付期間　８月８日（月）～８月29日（月）
●採用予定　警察官A（男性、武道指導）
　　　　　　警察官B（男性、女性）
●問い合わせ　粕屋警察署総務課　☎（９３９）０１１０

住民基本台帳カード（住基カード）を取得しませんか？住民基本台帳カード（住基カード）を取得しませんか？

　最近では、いろいろな場所で、様々な手続きに顔写真付の身分証明書の提示が求められます。運転免
許証などお持ちでない方は、顔写真付住基カードを取得されると、身分証明書として使っていただくこ
とができます。（有効期限は10年間です。）

※その他、住基カード取得に関する詳しい手続き・手数料などについては、粕屋町総合窓口課総合
　窓口係　☎938-2311（内線416・417）にお尋ねください。

○身分証明書として利用できます。（顔写真付住基カード）

　電子証明書付住基カードを利用して、国税の電子申告などができます。
　（電子証明書の有効期限は３年間です。電子申告を行うためには、
　　別途ＩＣカードリーダライターの購入が必要です。）

○住基カードに電子証明書を組み込むことができます。

　現在、粕屋町・志免町・宇美町の三町、それぞれの役場正面玄関付近に自動交付機を設置しています。
　この証明書自動交付機は、暗証番号を登録した住基カードがあれば、利用できます。
　例えば、粕屋町の住民の方は、粕屋町の自動交付機だけでなく、志免町・宇美町の自動交付機でも同
じように住民票・印鑑証明書を取得することができます。
　　《利用時間》平日：午前９時から午後８時まで　　　※年末年始は利用できません。
　　　　　　　　土日祝日：午前９時から正午まで　　　　（12/29から1/3まで）

○広域自動交付機が利用できます。（暗証番号の登録が必要です。）
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養
育
費
電
話
相
談

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
律

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん

ま
た
は
、
離
婚
協
議
中
の
方
を
対
象

に
養
育
費
の
電
話
相
談
業
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
後
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

　

時
●
連
絡
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

平
成
23
年
度
訪
問
介
護
員

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
養
成
研
修
の
受
講
生
募
集

【
平
日
コ
ー
ス
】

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
従

事
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
日
程

▽
講
義　

９
月
22
日（
木
）
〜
12
月
８

日（
木
）
ま
で
の
間
の
平
日　

　

演
習
は
右
記
期
間
の
内
10
日
間
実

施
。　
　
　
　
　
　

▽
実
習　

12
月
９
日（
金
）
〜
翌
年
１

月
31
日（
火
）の
間
の
平
日
５
日
間

▽
修
了
式　

平
成
24
年
２
月
21
日（
火
）

※

講
義
・
実
技
時
間
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
45
分
の
予
定
、
日

程
・
時
間
は
都
合
に
よ
り
変
更
あ

り（
実
習
に
つ
い
て
は
別
途
定
め

る
）

●
会
場

▽
講
義
・
実
技

　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

　

☎（
５
２
３
）１
１
７
１

　

福
岡
市
南
区
大
楠
３
ー
１
ー
１

▽
実
習　

粕
屋
町
及
び
近
郊
市
町
村

内
の
施
設
を
利
用

●
対
象　

粕
屋
町
在
住
の
方　
　

●
募
集
人
員　

４
名（
多
数
の
場
合
、

介
護
福
祉
課
か
ら
抽
選
結
果
を
郵

　

送
に
て
通
知
）

●
費
用

・
受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

・
施
設
実
習
等
に
お
け
る
健
康
診
断

書
の
提
出
及
び
予
防
接
種
等
に
係

る
経
費（
約
１
０
，
０
０
０
円
程

度
）（
事
前
受
診
不
可
）

●
申
込
書
設
置
・
問
い
合
わ
せ

　

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
れ
ば
、
す
ぐ

に
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課

　

☎（
９
３
８
）０
２
２
９（
課
直
通
）

●
申
込
期
間　

８
月
５
日（
金
）
〜
８

月
22
日（
月
）

●
主
催　
（
財
）
福
岡
県
市
町
村
振
興

協
会　

☎（
６
５
１
）１
１
２
１

●
委
託
先　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県

支
部　

☎（
５
２
３
）１
６
１
７

　

業
・
自
律
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
８
４
）
３
９
３
１

※
こ
の
ほ
か
、
８
月
・
９
月
に
、
子

ど
も
の
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
法

律
相
談
も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　

☎（
５
８
４
）
３
９
２
２
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

福岡県警察官募集福岡県警察官募集
～福岡県警は新たな力を募集しています～
●試験日（第１次）　９月18日（日）
●受付期間　８月８日（月）～８月29日（月）
●採用予定　警察官A（男性、武道指導）
　　　　　　警察官B（男性、女性）
●問い合わせ　粕屋警察署総務課　☎（９３９）０１１０

住民基本台帳カード（住基カード）を取得しませんか？住民基本台帳カード（住基カード）を取得しませんか？

　最近では、いろいろな場所で、様々な手続きに顔写真付の身分証明書の提示が求められます。運転免
許証などお持ちでない方は、顔写真付住基カードを取得されると、身分証明書として使っていただくこ
とができます。（有効期限は10年間です。）

※その他、住基カード取得に関する詳しい手続き・手数料などについては、粕屋町総合窓口課総合
　窓口係　☎938-2311（内線416・417）にお尋ねください。

○身分証明書として利用できます。（顔写真付住基カード）

　電子証明書付住基カードを利用して、国税の電子申告などができます。
　（電子証明書の有効期限は３年間です。電子申告を行うためには、
　　別途ＩＣカードリーダライターの購入が必要です。）

○住基カードに電子証明書を組み込むことができます。

　現在、粕屋町・志免町・宇美町の三町、それぞれの役場正面玄関付近に自動交付機を設置しています。
　この証明書自動交付機は、暗証番号を登録した住基カードがあれば、利用できます。
　例えば、粕屋町の住民の方は、粕屋町の自動交付機だけでなく、志免町・宇美町の自動交付機でも同
じように住民票・印鑑証明書を取得することができます。
　　《利用時間》平日：午前９時から午後８時まで　　　※年末年始は利用できません。
　　　　　　　　土日祝日：午前９時から正午まで　　　　（12/29から1/3まで）

○広域自動交付機が利用できます。（暗証番号の登録が必要です。）
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つ  

ま

ふ
み

う
ぶ
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
石
田
）

ひ
な
も
り

い
だ

ゆ
き
の
し
た

〔
俳
句
〕

く
ち
な
し
や
思
ひ
も
か
け
ぬ
亡
夫
の

文　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

産
土
の
梅
雨
に
け
ぶ
れ
る
楠
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
黄
砂
の
街
も
暮
れ
な

ず
む　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

鶏
鳴
に
明
け
ゆ
く
湖
や
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

人
の
名
を
思
い
出
せ
ず
に
パ
セ
リ
噛

む　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

草
笛
や
リ
ュ
ッ
ク
の
列
の
行
き
摺
り

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

古
稀
祝
ふ
姉
へ
の
メ
ー
ル
濃
紫
陽
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

沢
蟹
に
た
た
ら
ふ
み
た
り
山
小
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

七
変
化
壺
に
溢
る
る
今
日
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

朝
の
畑
み
ど
り
色
増
す
夏
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

プ
ラ
タ
ナ
ス
波
郷
の
名
句
夏
は
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

色
紙
替
え
梅
雨
聞
く
椽
に
べ
た
座
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

絹
代

木
下
闇
過
ぎ
て
地
蔵
の
赤
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

汗
を
か
く
三
連
水
車
に
そ
よ
風
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松　

久
英

雨
だ
れ
の
石
打
つ
音
や
鴨
足
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

万
緑
や
赤
子
の
口
に
歯
の
二
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

夏
雲
に
追
わ
れ
て
急
ぐ
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

照
子

老
農
の
癒
し
ひ
と
つ
や
夏
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

釣
り
人
の
影
や
わ
ら
か
に
初
夏
の
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

十
薬
や
軒
下
高
く
身
を
案
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

霧
雨
に
バ
ラ
の
花
び
ら
散
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

湯
の
宿
で
匂
う
窓
辺
の
花
蜜
柑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

菜
の
花
や
同
窓
集
う
能
古
の
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

畦
道
を
行
く
水
面
に
月
ゆ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

少
年
兵
一
期
一
会
の
星
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

紫
陽
花
の
毬
の
大
き
な
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

山
間
や
仏
の
里
に
穀
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙
藤　

和
義

〔
川
柳
〕

小
魚
の
意
地
か
も
喉
に
さ
さ
る
骨　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

束
の
間
を
謳
歌
し
た
の
か
鮎
跳
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

哀
し
み
は
釜
中
の
魚
の
腹
も
減
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

瑞
竹

節
電
で
お
か
ず
一
皿
ふ
え
た
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

紀
一

こ
っ
そ
り
と
手
を
握
ら
れ
た
映
画
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ま
ど
か

こ
っ
そ
り
と
古
里
捨
て
る
恋
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

庭
の
隅
こ
っ
そ
り
咲
い
て
散
る
野
バ

ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

預
金
ゼ
ロ
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
は
い
ら
れ

な
い　
　
　
　
　
　
　

  

河
野　

成
子

わ
が
夫
気
力
十
分
初
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
さ
く
ら

耕
運
機
動
か
す
祖
父
の
そ
の
気
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

転
ん
で
も
作
る
妻
へ
の
介
護
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

私
小
説
書
こ
う
気
力
の
あ
る
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

声
か
け
て
気
力
引
き
出
す
ほ
め
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子

ニ
ー
ト
と
は
呼
ぶ
な
未
来
図
抱
い
て

る　
　
　
　
　
　
　
　

  

林　

さ
だ
き

ぶ
ら
ぶ
ら
と
行
け
る
茶
飲
み
の
友
ほ

し
い　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

負
け
ん
ば
い
博
多
ぶ
ら
ぶ
ら
赤
福
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
久
島
か
よ
子

デ
パ
地
下
の
試
食
ぶ
ら
ぶ
ら
時
過
ご

す　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

観
光
地
ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩
く
喜
寿
米
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道

〔
短
歌
〕

夏
休
み
プ
ー
ル
に
お
よ
ぐ
人
の
数
子

供
の
笑
顔
大
声
聞
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

夷
守
の
里
に
と
け
込
む
吾
あ
り
て
万

葉
の
歌
忍
ぶ
よ
ろ
こ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝
（広告）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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八尋勇光さん長澤一夫さん

粕
屋
町
が
行
っ
た
被
災
地

へ
の
支
援
情
報（
そ
の
４
）

　
「
広
報
か
す
や
５
月
号
〜
７
月
号
」

掲
載
以
降
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地

へ
の
粕
屋
町
が
行
っ
た
支
援
情
報
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
現
在
集
ま
っ
て
い
る
義
援
金
額

　

８
，
５
６
１
，
５
７
３
円

（
７
月
12
日
現
在
）

　

３
月
14
日（
月
）
か
ら
４
月
15
日

（
金
）
ま
で
、
町
内
の
公
共
施
設
に
義

援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
18
日（
月
）
以
降
は
粕
屋
町
役
場

の
み
設
置（
平
日
の
開
庁
時
間
）
し
て

い
ま
す
。

■
被
災
地
復
興
支
援
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で

ク
ー
ル
ビ
ズ

　

今
年
の
夏
は
、
全
国
的
に
節
電
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
お
り
、
粕
屋
町
庁

舎
で
も
、
冷
房
の
設
定
温
度
を
例
年

よ
り
も
高
く
設
定
し
、
今
年
は
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
で
の
勤
務
も
可
と
な
っ
た
た

め
、
被
災
地
復
興
支
援
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

を
作
製
し
ま
し
た
。

　

作
製
に
関
わ
っ
た
総
合
窓
口
課
の

職
員
は
、「
粕
屋
町
か
ら
も
職
員
が

　

７
月
１
日(

金)

付
で
、
大
隈
区
の

八
尋
勇
光
さ
ん
と
甲
仲
原
区
の
長
澤

一
夫
さ
ん
が
、
粕
屋
町
長
と
自
衛
隊

福
岡
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
に
よ

り
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
再
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
自
衛
隊
入
隊
に

つ
い
て
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
、
地

域
の
実
情
に
精
通
し
た
信
望
の
あ
る

方
に
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
、
自
衛
隊

と
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
橋
渡
し
役
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

八
尋
さ
ん
、
長
澤
さ
ん
は
、
お
二

人
と
も
ご
子
息
が
自
衛
官
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
興
味

被
災
地
に
応
援
で
出
向
い
て
い
る
中
、

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
職
員
も
い

て
、
何
か
支
援
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
職
員
と
話
し
合
っ
て
、
こ
の
復
興

支
援
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
考
案
し
ま
し

た
。」
と
。　

　

販
売
代
金
の
一
部
を
義
援
金
と
し

て
、
送
金
い
た
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
の
お
知
ら
せ

の
あ
る
方
は
お
話
を
聞
か
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
務
課　

☎(

９
３
８
）０
１
６
２

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
８
月
１
日（
月
）
か
ら
８
月
31
日

（
水
）
ま
で
の
間
に
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月
11

日（
木
）
か
ら
９
月
12
日（
月
）
ま
で
の

間
に
、
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届（
用

紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
）の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
粕
屋
町
総
合
窓
口
係
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
受
給
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
12
月

以
降
に
改
め
て
証
書
が
交
付
さ
れ
、

８
月
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
届
出
は
必
ず
必
要
で
す
。

な
お
、
７
月
に
封
書
で
案
内
文
書
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
送
付
さ

れ
て
き
た
封
筒（
茶
色
）・
ハ
ガ
キ
・

証
書
・
印
鑑
・
そ
の
他
必
要
な
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
の
な
か
で
、
６
月
下
旬
に「
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
に
関
す
る
重
要

な
お
知
ら
せ
」・「
児
童
扶
養
手
当
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現

況
届
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

粕
屋
町
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☎（
９
３
８
）２
３
１
１ 

内
線
４
１
９

（広告）



25

八尋勇光さん長澤一夫さん

粕
屋
町
が
行
っ
た
被
災
地

へ
の
支
援
情
報（
そ
の
４
）

　
「
広
報
か
す
や
５
月
号
〜
７
月
号
」

掲
載
以
降
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地

へ
の
粕
屋
町
が
行
っ
た
支
援
情
報
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
現
在
集
ま
っ
て
い
る
義
援
金
額

　

８
，
５
６
１
，
５
７
３
円

（
７
月
12
日
現
在
）

　

３
月
14
日（
月
）
か
ら
４
月
15
日

（
金
）
ま
で
、
町
内
の
公
共
施
設
に
義

援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
18
日（
月
）
以
降
は
粕
屋
町
役
場

の
み
設
置（
平
日
の
開
庁
時
間
）
し
て

い
ま
す
。

■
被
災
地
復
興
支
援
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で

ク
ー
ル
ビ
ズ

　

今
年
の
夏
は
、
全
国
的
に
節
電
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
お
り
、
粕
屋
町
庁

舎
で
も
、
冷
房
の
設
定
温
度
を
例
年

よ
り
も
高
く
設
定
し
、
今
年
は
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
で
の
勤
務
も
可
と
な
っ
た
た

め
、
被
災
地
復
興
支
援
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

を
作
製
し
ま
し
た
。

　

作
製
に
関
わ
っ
た
総
合
窓
口
課
の

職
員
は
、「
粕
屋
町
か
ら
も
職
員
が

　

７
月
１
日(
金)
付
で
、
大
隈
区
の

八
尋
勇
光
さ
ん
と
甲
仲
原
区
の
長
澤

一
夫
さ
ん
が
、
粕
屋
町
長
と
自
衛
隊

福
岡
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
に
よ

り
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
再
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
自
衛
隊
入
隊
に

つ
い
て
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
、
地

域
の
実
情
に
精
通
し
た
信
望
の
あ
る

方
に
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
、
自
衛
隊

と
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
橋
渡
し
役
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

八
尋
さ
ん
、
長
澤
さ
ん
は
、
お
二

人
と
も
ご
子
息
が
自
衛
官
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
興
味

被
災
地
に
応
援
で
出
向
い
て
い
る
中
、

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
職
員
も
い

て
、
何
か
支
援
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
職
員
と
話
し
合
っ
て
、
こ
の
復
興

支
援
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
考
案
し
ま
し

た
。」
と
。　

　

販
売
代
金
の
一
部
を
義
援
金
と
し

て
、
送
金
い
た
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
の
お
知
ら
せ

の
あ
る
方
は
お
話
を
聞
か
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
務
課　

☎(

９
３
８
）０
１
６
２

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
８
月
１
日（
月
）
か
ら
８
月
31
日

（
水
）
ま
で
の
間
に
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月
11

日（
木
）
か
ら
９
月
12
日（
月
）
ま
で
の

間
に
、
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届（
用

紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
）の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
粕
屋
町
総
合
窓
口
係
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
受
給
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
12
月

以
降
に
改
め
て
証
書
が
交
付
さ
れ
、

８
月
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
届
出
は
必
ず
必
要
で
す
。

な
お
、
７
月
に
封
書
で
案
内
文
書
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
送
付
さ

れ
て
き
た
封
筒（
茶
色
）・
ハ
ガ
キ
・

証
書
・
印
鑑
・
そ
の
他
必
要
な
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
の
な
か
で
、
６
月
下
旬
に「
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
に
関
す
る
重
要

な
お
知
ら
せ
」・「
児
童
扶
養
手
当
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現

況
届
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

粕
屋
町
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☎（
９
３
８
）２
３
１
１ 

内
線
４
１
９

（広告）
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町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

●
募
集
戸
数　

１
戸

・
朝
日
３
団
地　

１
戸

　
（
粕
屋
町
大
字
大
隈
３
６
５
ー
１
）

●
抽
選
日　

９
月
７
日（
水
）

●
入
居
時
期　

９
月
下
旬
の
予
定

●
申
込
み
受
付
期
間

　

８
月
16
日（
火
）〜
８
月
26
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課

※
申
込
書
は
８
月
９
日（
火
）
か
ら
お

　

渡
し
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

４
２
．
１
９
５
㎞

駕
与
丁
公
園
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
参
加
者
募
集

●
開
催
日　

９
月
19
日（
月
・
祝
）

●
会
場　

駕
与
丁
公
園

●
コ
ー
ス　

４
２
．
１
９
５
㎞（
周
回

１
・
５
㎞
と
な
り
ま
す
）　

●
制
限
時
間　

４
時
間

●
募
集
チ
ー
ム　

１
０
０
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
最
低
４
名
〜
最
大
10
名
）

●
部
門　

▽
一
般
▽
男
女
混
合
▽
フ

ァ
ミ
リ
ー
▽
職
場
仲
間

●
参
加
費

　

大
人　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
，
５
０
０
円

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

４
２
．
１
９
５
㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
大
会
事
務
局（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０（
８
４
６
）５
９
８

☎（
７
３
４
）４
１
８
０

h
ttp://

w
w
w.

fie
ld
b
ra
in.

c
o
m

※

詳
細
は
、
粕
屋
町
役
場
に
も
設
置

し
て
い
ま
す
大
会
参
加
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
主
催　

ｗ
ａ
ｙ
大
濠
ア
ウ
ト
ド
ア
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会　

●
後
援　

粕
屋
町
・
福
岡
県

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
守
さ

　

れ
ま
す
。

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
19
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　

川
口
學
ま
で

●
対
象　

町
内
在
住
の
特
別
支
援
学

級
通
級
ま
た
は
、
特
別
支
援
学
校

に
通
学
し
て
い
る
児
童

●
日
程　

10
月
９
日
、
11
月
13
日
、

12
月
11
日
、
１
月
15
日
、
２
月
12
日
、

３
月
11
日（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

●
時
間

・
A
グ
ル
ー
プ　

▽
児
童
療
育
＝
午

後
１
時
〜
午
後
２
時　

▽
保
護
者

面
談
＝
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

・
B
グ
ル
ー
プ　

▽
児
童
療
育
＝
午

後
３
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

▽
保
護
者
面
談
＝
午
後
４
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
定
員　

10
名

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
発
達
障
が
い
児
等
支
援
事

業　

Ｎ
Ｐ
O
障
が
い
者
の
自
立
を

考
え
る
会 

「
ほ
し
」

　

☎
０
５
０（
１
５
０
１
）
６
７
４
９

発
達
障
が
い
児
の
療
育

後
期
児
童
募
集

　

総
務
省
・
福
岡
県
で
は
、
10
月
20

日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
時
間

の
過
ご
し
方
や
、
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な

活
動
の
実
態
を
調
査
し
、
男
女
共
同

参
画
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
な
ど
の
諸
施
策
を
立
案

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の

で
す
。

　

県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、

８
月
下
旬
か
ら
調
査
地
域
の
世
帯
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
の
作
成

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
調
査
統
計

課　

☎（
６
４
３
）
３
１
９
１

平
成
23
年
社
会
生
活
基

本
調
査
の
お
知
ら
せ
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よ
し
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
ん
た
く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
だ

や
っ
こ

23　年

前年対比

36

±0

　0

±0

50

＋5

208

＋2

　2

＋2

248

－12

5月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

5月中 5月中 5月中

負傷者数死者数区分

８月の税金

町の人口

23年

22年

21年

人　口 男 女 世帯数

6月末現在

42,771

42,369

41,466

21,128

21,003

20,589

21,643

21,366

20,877

17,201

16,961

16,583

納め忘れていませんか
７月の
税　金

御
　

礼

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
記
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
原
区

戸
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

戸　
　

原

長　
　

澄
代

長　
　

勝
敏

72

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

若　
　

宮

浦
馬
場
豊
志

淵　

シ
ゲ
コ

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
三
区
老
人
ク
ラ
ブ

内
橋
三

古
井
シ
ズ
エ

古
井　

幸
雄

85

６
月
１
日
〜
６
月
30
日
（
敬
称
略
）

お盆の休日急患診療のお知らせ
８月14日(日)・15日(月)
　●内科・小児科・歯科
　　粕屋中南部休日診療所（久山町大字久原３１６８ー１　深井交差点付近）
　　☎６５２ー３１１９
　●外科
　　ひまわり病院（粕屋町大字仲原８８ー１）
　　☎９３８ー１１３１
◎診療受付時間　午前９時～午後５時

町・県民税
国民健康保険税

第２期
第４期

固定資産税　　　第2期
国民健康保険税　第3期

粕
屋
町
役
場
の
人
事

　

７
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

◎
異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属
で
す
。

■
都
市
政
策
部

【
都
市
整
備
課
】

▽
主
査　

髙
木
由
紀
子（
地
域
振
興

課
主
査
）

【
上
下
水
道
課
】

▽
主
任
主
事　

北
脇
厚
男（
環
境
生

活
課
主
任
主
事
）

【
地
域
振
興
課
】

▽
主
事　

安
武
由
晴（
上
下
水
道
課

主
事
）

歴
史
講
座
受
講
生
募
集

　

数
々
の
衝
突
を
繰
り
返
し
な
が
ら

近
代
国
家
へ
の
道
を
突
き
進
ん
だ
歴

史
の
な
か
に
は
、
わ
ず
か
百
数
十
年

前
の
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た

ち
の
知
ら
な
い
出
来
事
が
存
在
し
ま

す
。
福
岡
を
舞
台
と
し
、
福
岡
か
ら

み
た
近
代
史
と
い
う
視
点
で
学
べ
る

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
福
岡
か
ら
ア
ジ
ア
へ

福
岡
近
代
史
の
実
像
」

●
講
師　

石
瀧 

豊
美 

氏（
福
岡
地
方

史
研
究
会
々
長
）

●
講
座
日
程
と
内
容

▽
第
１
回　

９
月
３
日（
土
）

　

自
由
民
権
運
動
①「
筑
前
共
愛
会

と
憲
法
草
案
」

▽
第
２
回　

９
月
24
日（
土
）

　

自
由
民
権
運
動
②「
玄
洋
社
の
人

々
」

▽
第
３
回　

10
月
１
日（
土
）

　

黒
田
家
と
海
外
留
学「
井
上
良
一
・

金
子
堅
太
郎
・
團
琢
磨
」

▽
第
４
回　

10
月
８
日（
土
）

　

オ
ッ
ペ
ケ
ペ「
川
上
音
二
郎
と
貞

奴
」

▽
第
５
回　

10
月
22
日（
土
）

　

福
岡
の
近
代「
九
州
鉄
道
と
博
多

駅
」

※

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

多

目
的
ホ
ー
ル

●
募
集
定
員　

 

１
４
０
名
。
受
講
料

は
無
料
で
す
。（
た
だ
し
、
全
講

座
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
方
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

８
月
２
日（
火
）
か
ら

８
月
31
日（
水
）
ま
で

●
申
込
方
法　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料

館
事
務
室（
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

階
）へ
直
接
来
館
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

受
付
時
間 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
月
曜
日
は
電
話
受
付
の
み
）

　

〒
８
１
１
ー
２
３
１
４　

粕
屋
町

若
宮
一
丁
目
１
ー
１

　

 

☎（
９
３
９
）２
９
８
４　
　

　
（
は
が
き
で
の
申
込
み
可
。
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
く

だ
さ
い
。）

　

講
座
会
場
と
申
込
先
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場合があります。）
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よ
し
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
ん
た
く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
だ

や
っ
こ

23　年

前年対比

36

±0

　0

±0

50

＋5

208

＋2

　2

＋2

248

－12

5月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

5月中 5月中 5月中

負傷者数死者数区分

８月の税金

町の人口

23年

22年

21年

人　口 男 女 世帯数

6月末現在

42,771

42,369

41,466

21,128

21,003

20,589

21,643

21,366

20,877

17,201

16,961

16,583

納め忘れていませんか
７月の
税　金

御
　

礼

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
記
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
原
区

戸
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

戸　
　

原

長　
　

澄
代

長　
　

勝
敏

72

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

若　
　

宮

浦
馬
場
豊
志

淵　

シ
ゲ
コ

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
三
区
老
人
ク
ラ
ブ

内
橋
三

古
井
シ
ズ
エ

古
井　

幸
雄

85

６
月
１
日
〜
６
月
30
日
（
敬
称
略
）

お盆の休日急患診療のお知らせ
８月14日(日)・15日(月)
　●内科・小児科・歯科
　　粕屋中南部休日診療所（久山町大字久原３１６８ー１　深井交差点付近）
　　☎６５２ー３１１９
　●外科
　　ひまわり病院（粕屋町大字仲原８８ー１）
　　☎９３８ー１１３１
◎診療受付時間　午前９時～午後５時

町・県民税
国民健康保険税

第２期
第４期

固定資産税　　　第2期
国民健康保険税　第3期

粕
屋
町
役
場
の
人
事

　

７
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

◎
異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属
で
す
。

■
都
市
政
策
部

【
都
市
整
備
課
】

▽
主
査　

髙
木
由
紀
子（
地
域
振
興

課
主
査
）

【
上
下
水
道
課
】

▽
主
任
主
事　

北
脇
厚
男（
環
境
生

活
課
主
任
主
事
）

【
地
域
振
興
課
】

▽
主
事　

安
武
由
晴（
上
下
水
道
課

主
事
）

歴
史
講
座
受
講
生
募
集

　

数
々
の
衝
突
を
繰
り
返
し
な
が
ら

近
代
国
家
へ
の
道
を
突
き
進
ん
だ
歴

史
の
な
か
に
は
、
わ
ず
か
百
数
十
年

前
の
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た

ち
の
知
ら
な
い
出
来
事
が
存
在
し
ま

す
。
福
岡
を
舞
台
と
し
、
福
岡
か
ら

み
た
近
代
史
と
い
う
視
点
で
学
べ
る

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
福
岡
か
ら
ア
ジ
ア
へ

福
岡
近
代
史
の
実
像
」

●
講
師　

石
瀧 

豊
美 

氏（
福
岡
地
方

史
研
究
会
々
長
）

●
講
座
日
程
と
内
容

▽
第
１
回　

９
月
３
日（
土
）

　

自
由
民
権
運
動
①「
筑
前
共
愛
会

と
憲
法
草
案
」

▽
第
２
回　

９
月
24
日（
土
）

　

自
由
民
権
運
動
②「
玄
洋
社
の
人

々
」

▽
第
３
回　

10
月
１
日（
土
）

　

黒
田
家
と
海
外
留
学「
井
上
良
一
・

金
子
堅
太
郎
・
團
琢
磨
」

▽
第
４
回　

10
月
８
日（
土
）

　

オ
ッ
ペ
ケ
ペ「
川
上
音
二
郎
と
貞

奴
」

▽
第
５
回　

10
月
22
日（
土
）

　

福
岡
の
近
代「
九
州
鉄
道
と
博
多

駅
」

※

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

多

目
的
ホ
ー
ル

●
募
集
定
員　

 

１
４
０
名
。
受
講
料

は
無
料
で
す
。（
た
だ
し
、
全
講

座
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
方
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

８
月
２
日（
火
）
か
ら

８
月
31
日（
水
）
ま
で

●
申
込
方
法　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料

館
事
務
室（
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

階
）へ
直
接
来
館
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

受
付
時
間 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
月
曜
日
は
電
話
受
付
の
み
）

　

〒
８
１
１
ー
２
３
１
４　

粕
屋
町

若
宮
一
丁
目
１
ー
１

　

 

☎（
９
３
９
）２
９
８
４　
　

　
（
は
が
き
で
の
申
込
み
可
。
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
く

だ
さ
い
。）

　

講
座
会
場
と
申
込
先
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場合があります。）
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

８月の行事予定表８月の行事予定表

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 どろんこ水あそび
  サンレイクかすや 原爆パネル展
粕屋町平和週間  JR原町駅 ※　8/6 8:15、8/9 11:02にサイレンが
  JR長者原駅 　　鳴ります。
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 プールあそび
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 おもちゃ作り
小学生女子フットベースボール大会 7:30～　　　 粕屋東中学校 8:00試合開始 
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 水あそび
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 どろんこ水あそび
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 予約制（前日までに予約してください）
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成22年10月生まれの児
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 水あそび
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成21年4月生まれの児
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 水あそび・プールあそび
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成23年4月生まれの児
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 プールあそび
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 食育の講習・身体測定
３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成20年7月生まれの児
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 季節の製作（秋）
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成23年4月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
1歳6か月児健診 13:00～13:50 健康センター 平成22年1月生まれの児
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 金魚すくい遊び
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
秋のポリオ予約受付開始  　 ̶̶̶ 予約は ☎９３８－０２５８へ
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

2　(火)

3　(水)

　4　(木)

～　

 10　(水)

5　(金)

7　(日)

8　(月)

9　(火)

10　(水)

11　(木)

12　(金)

16　(火)

17　(水)

18　(木)

19　(金)

24　(水)

25　(木)

26　(金)

29　(月)

30　(火)

31　(水)

2　(金)

6　(火)

子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 バス遠足
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

９月上旬の行事予定表９月上旬の行事予定表

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱


